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文部科学省科学技術人材育成費補助事業

ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ(先端型）

令和4年度報告書
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はじめに

東京女子医科大学解剖学講座神経分子形態学分野准教授

同ダイバーシティ環境整備事業推進室室長

本多祥子

》
一
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このたび令和3年度文部科学省ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（先端型）に選定され、

現在、全学体制で「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOIプロジェクト』」の様々な

取組みを実施しております。平素より多大なご理解とご尽力をいただいております関係者の皆様には、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

この事業は、本学の学祖吉岡彌生先生をはじめ偉大な諸先輩方の弛まぬ努力、さらに本学が120年以

上にわたり培ってきた女性医療人活躍推進の精神的基盤があって、はじめて成り立っているものである

と考えております。この貴重な背景を十分に活かし、将来グローバルヘルスリーダーとして国際社会と

連携し社会問題解決を目指す「彌生人（やよいびと)」を育てるための苗床として、本学は今後、 日本に

唯一の女子医科大学としての重要な役割を担っていくことになります。 「YourAttention toYourOwn

Innovation !」をスローガンに、 「YAYOIプロジェクト」に関わるひとりひとりが自身をイノベート(=

常に自分自身を変え成長させていくこと)する端緒を切り開くことを強く祈念いたします。

よく誤解されるのですが、この事業は女性医師のみを支援対象としているわけではありません。いわ

ゆるnon-MDの研究者、看護師、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師、放射線技師． ．などなど本学に欠

かせない様々な職種の教職員の方、ただし「研究意欲を持つ方」が対象です。 「研究は続けたいけれど、

業務やライフイベントに紛れて研究への熱意がだんだん薄れていってしまう」 と悩んでおられる方を、

是非「YAYOIプロジェクト」で支援させていただきたいと思います。

また、様々な分野で優れた研究活動を継続されている女性研究者にスポットライトをあてることで、

上位職へのステップアップをお手伝いする活動も実施しております。例えば「YAYOIプロジェクト」で

実施する「架け橋研究」 「国際共同研究」 「AI研究」等の研究支援を通じて、広い視野から自身の研究の

立ち位置を理解するための機会と、より新しいステップへ到達するための手段を、実質的に獲得してい

ただけます。さらに男性医師・研究者の皆様を含めて育児や介護などのライフイベントを様々な角度か

ら実践的に支援することにより、幅広い視点で女性医療人の活躍推進を応援します。

本学ならではの「YAYOIプロジェクト」が実質的に定着できるよう、新たな支援事業・イベントを含

めこれからも精力的に推進して参りますので、今後の情報展開や活動報告に是非ご注目ください。皆様

からのご意見、ご要望のお声も心からお待ちしております。
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学校法人東京女子医科大学理事長

岩本絹子

令和3(2021)年度に採択されました文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシテイ研究環

境実現イニシアティブ（先端型)」の「令和4年度報告書』が完成いたしました。

この度、文部科学省による令和3年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イ

ニシアティブ（先端型)」の補助金交付事業として、本学の女性医療人キャリア形成センターによる「グ

ローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用「YAYOIプロジェクト｣』が採択され、女性医療人キャリ

ア形成センター長である肥塚常務理事はじめ関係各位の皆様方のご尽力により、 「YAYO1プロジェクト」

が始動し、 2年目を迎えております。

本学は、平成28(2016)年から、文部科学省における女性研究者関連施策において、 「ダイバーシテイ

研究環境実現イニシアティブ（特色型)」に採択されており、その成果をご評価いただいたことで、今回

の「先端型」での採択に繋がっております。従前よりも更に高い目標を掲げ、女性研究者の海外派遣等

を通じた上位職登用のより一層の推進を踏まえた、先端的な取り組みが望まれております。本学の建学

の精神「医学の穂奥(うんおう）を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」と、本

学の理念である「至誠と愛」を実践し、広く国際社会でリーダーシップを発揮し、社会貢献に尽力する

ことができ、そして、後進の育成を通じて、本学の理念「至誠と愛」を次世代に継承できる女性指導者

「彌生人（やよいびと)」を育成してまいります。そして、女性指導者育成の基盤作りを、オール女子医

大で構築することを期待しております。

本学は、令和4(2022)年12月5日に創立122周年を迎えており、この「YAYOIプロジェクト」の活動

を機に、本当の意味での女性活躍の代表的役割を、本学が担っていくことを願っております。

結びになりますが、本学における本事業の成果が実り多きものとなり、女性医療人による社会貢献そ

して生涯を通じて活躍し続けることのできる環境が社会全体で整備されることを祈念いたします。
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東京女子医科大学学長
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採択させていただきました本プログラムにおける本学の課題名は、本学の創始者である吉岡彌生先生

のお名前を冠した「YAYOIプロジェクト」であります。従いまして、提案した計画を忠実に実施するこ

との他に、あらゆる点で本学の建学の精神と理念に則っているかどうか、自問自答しながら進めていか

ねばなりません。自立した女性医療人を保証することの一つがリーダー的存在です。卒業生調査はまだ

十分とは言えませんが、多くの卒業生が社会に出て上位幟で活躍していることは事実です。それを今以

上に量も質も拡大するためには、大学における教授陣営に女性の持ち味が発揮されねばなりません。な

ぜなら本来の教授はリーダーに属するからであります。本学は教授の女性比率の30％をほぼ達成しま

した。これからが本当の勝負です。教授と一言で言ってもそのレベルに差があることは否めません。こ

の30％女性教授の質的レベルの検証は、教授評価で実践していきます。また、この取り組みが、卒業

生がリーダーとなれるような教育を実践する上で役に立っているかどうかも検証しなければなりませ

ん。その上で、この30％を維持するために、十分な吟味のもと、准教授や講師などの職位にも女性登

用を促進します。女性教授候補となれる人材の発掘がそのミッションとなります。そして、その女性教

員が力を発揮できる新しい背景の一つとして、情報技術を駆使した研究領域や活動があります。これを

成功させるために、子育て支援が必須であることは言うまでもありません。保育施設などはその代表例

です。本学のこの取り組みが他機関の良き手本となれるよう、協力してまいります。これにて私の挨拶

とさせていただきます。
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学校法人東京女子医科大学常務理事・名誉教授

同女性医療人キャリア形成センターセンター長

肥塚直美

一一
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本学は令和3(2021)年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシテイ研究環境実現イニ

シアティブ（先端型)」に採択され、 「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用「YAYOIプロジ

ェクト』の取り組みを開始いたしました。『YAYOIプロジェクト』の<cYAYOI"は"YourAttention to

YourOwn lnnovation"であり、本学の学祖吉岡彌生先生のお名前を冠したものです。この先端型の選

定にあたりましては､平成28(2016)年度より行ってまいりました特色型(令和3(2021)年度が最終年度）

の取り組みが自主的に行われることを前提に、さらに高い目標をもって取り組むこととされております。

本年度もYAYOIプロジェクトで柱となる架け橋研究、国際交流、AI研究を中心として、理事長・学長

先生の強いリーダーシップのもと、女性医療人キャリア形成センターを中心に全学をあげて精力的に取

り組んできました。この取り組みの成果を報告書としてまとめることができたことを大変嬉しく思いま

す。本年度の成果をふまえて、次年度に向けさらに邇進してまいります。

本学は、 「医学の禰奥を究め兼ねて人格を|淘冶し社会に貢献する女性医人を育成する」という建学の

精神と『至誠と愛』の教育理念のもと、最良の医療を実践する知識・技能を修め、高い人格を陶冶した

医人を育成し、将来の医療に貢献することを目指しております。本事業をさらに推し進めて、女性医療

人が生涯輝いて活躍できる社会を目指して活動してまいります。
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東京女子医科大学特任教授・名誉教授

同女性医療人キャリア形成センター副センター長

齋藤加代子~

文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型)」の2年目の事業を実施いたし

ました。本事業は、 「特色型」において定めた「上位職への積極登用｣、 「研究力向上・リーダー育成｣、

「ダイバーシティ研究環境整備」の3つの柱をより太く強固なものとする使命を有しています。すなわ

ち、先端型の特徴の「研究力向上・ リーダー育成」に関する3つの先端的取組「架け橋研究」 「バーチャ

ル研究交流･国際交流｣｢AI研究インターンシップ制度｣により女性研究者の実力をつけて、｢教授30%、

准教授35％、講師40％」を達成するストラテジーであります。令和4(2022)年度の募集を行い多くの応

募を頂きました。厳正な書類審査とWEB面接により、 「架け桶研究支援」は5名、 「国際共同研究支援」

3名、 「AI研究スタートアップ支援」4名が採択されました。採択者は皆、期待に応えて研究を遂行して

おられ、本学における女性研究者の底力を感じるところです。

7月30日には、Zoomウエビナー「ダイバーシテイ環境整備事業報告会」が開催され、特別講演として

宮浦千里先生(中部大学総長補佐・特任教授)に「科学技術領域におけるダイバーシティ推進」のご講

演をいただきました。令和4(2022)年度からの新たなプログラムとしては、 「彌生人（やよいびと）メン

ター・メンテイ賞」が挙げられます。優れた指導者（メンター）の指導により女性研究者（メンテイ）

が筆頭著者にて高インパクトファクターの雑誌に論文掲載できた4組が受賞し、 11月2日に授与式を行

いました。

育児・介護等のセーフテイネットの充実、研究環境整備を行い、 「至誠と愛」の理念の下に国際的に活

躍し、リーダーシップを発揮する女性を育成する本プロジェクトの成功は､まさに本学の建学の精神｢医

学の穂奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」の具現・実践であります。 「ダ

イバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（先端型)」を通して、本学の多様な人材が最大限の能力を発

揮することを願っております。
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本学の研究力向上状況． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、

基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究の支援. 、 ~ ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~

バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、

保健医療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~

科研費申請支援． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~ ~ ~ ． 、 ~ ． ． 、 ~ ~ ・ ~ ~ ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

●研究力向上とリーダー育成の取組リーフレット． ． ． 、 ~ ．…． ． ． ． ． ． ．

Ⅳ事業報告③ ‐ダイバーシティ研究環境整備一 ~ ． 、 ~ ~ ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、

本学の研究環境整備状況~ ~ ． ． 、 ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ， ~ ・ ~ ． ． ．…． ． ． ． ． ． 、

学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備．

実践的介護支援体制の構築~ ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ， ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ．…．…． ． ． ． ． ． ． ．

研究支援員制度における対象者範囲の拡大． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ~ ． ． ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

● 「キャリアプランをあきらめない介護ロードの歩き方」ハンドブ、

● ダイバーシティ研究環境整備リーフレット ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、

その他の活動． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ． ． ． ． ~ ~ ~ ~ ・ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．…． ． ． ． ． ． ． 、

お問い合わせ先・覧、 、 ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． 、 ~ ． 、 ~ ． ． 、 ~ ~ ~ ~ ~ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

ハンドブック
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I 事業概要

目標

本学は、明治33(1900)年に女性医療人（医師・看護師）育成と自立の精神に基づき設立された国内唯

一の女子医科大学として、これまで様々な取組を行ってきました。平成18(2006)年度には文部科学省科

学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事業」に採択され、病児保育と短時間勤務制度の創設に

よって優れた女性研究者の研究継続支援を実施しました。事業終了後も、男女共同参画推進局（現在の

女性医療人キャリア形成センター）を設置し、院内保育所に加え本学独自のファミリーサポートシステ

ムによるきめ細やかな育児支援、また短時間勤務制度を育児期のみならず自己研鎖にも活用できる制度

として創設し勤務環境改善に努めてまいりました。しかしその一方で平成27(2015)年時点の本学女性教

授比率は124名中25名(20%) と少なく、キャリアを積んだ女性研究者が上位職で十分に活躍できる

大学となるためには、さらに全学的な支援体制と強力な取組が必須と考えられました。そこで平成

28(2016)年「ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（特色型)」に採択され、女性医療人キャリア

形成センターに新設したダイバーシテイ環境整備事業推進室が中心となり、女性教授比率を30％に引き

上げるための女性上位職登用支援、女性研究者のための研究環境整備、女性教職員数の多い部署での勤

務環境改善を実施し、令和2(2020)年7月には特命担当教授（将来の教授候補者）を含めた女性教授率

31~ 1％を達成いたしました。

そして令和3(2021)年度「ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（先端型)」に採択され、グロ

ーバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOIプロジェクト」を発足いたしました。 6年間実施

してきた｢ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」のフレームに､先端的取組を追加し、

以下を達成することを本事業の目標としております。

・女性在職比率；教授30％、准教授35％、講師40％

・新規採用、昇進・昇格において、後進女性研究者の指導能力や国際活躍業績等を入れる

．女性研究者の科研費等競争的研究資金の申請数増加、新規採択率の向上をめざす

・介護支援の充実をはかる

わが国唯一の女子医科大学として女性が活躍できる環境を整え、優れた研究業績を有する女性医療人

に対し発展的な研究継続を支援し、グローバルヘルスリーダーへの強いモチベーションを持つ女性人材

（｢彌生人（やよいびと)」 と呼称）を育成することで、医学研究・医療への貢献を実現するとともに、

将来有望な女性医療人の上位職登用のチャンスを加速させ、女性医療人がより高い望みを実現すべく研

究活動やキャリア形成に迩進できる体制づくりを本学全体で推進して参ります。

学祖吉岡彌生(やよい)先生

ourAttentiontoYourOwnlnnovation!
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本事業のための体制整備

理事長・学長のリーダーシップのもと、事業の司令塔を「ダイバーシテイ環境整備事業推進室」が

担います。事業内容の具体的審議を「ダイバーシティ担当推進者会議」で行い、重要事項は女性医療

人キャリア形成センターを通じ理事会で審議決定を行います。

女性医療人キャリア形成センターには、既に女性活躍推進法による行動計画の実施のために設置さ

れている部門が複数あり、本事業の推進に際しては、それらのうち「女性医療人リーダー育成部門」

ならびに「女性医師・研究者支援部門」 と「看護職キャリア開発支援部門」が「ダイバーシティ環境

整備事業推進室」と連携しつつ各部署が専門とする事業内容の推進を担当します。

「ダイバーシティ環境整備事業推進室」は毎月の「ダ〆

療人キャリア形成センター内の複数の部門、学内委員会、

－ガナイズすると共に各部署の活動を（事務、広報、記f

プすることで事業の確実な進捗を回ります。

｢ダイバーシティ担当推進者会議」により女性医

i会、学内研究施設と密に連携し、事業全体をオ

記録、成果の抽出など）多方面からバックアッ

一 一一画 一

学校法人東京女子医科大学

|… 戸一

》

『

》

癖

》

秘
録 ！

理事会

女性医療人
キャリア形成センター

運営委員会・事務部門

東京女子医科大学

１

医学部･毒学部
学割罐・医溺瀝受等

|鵯： ］ ~ 、
｜ｿ鵜識’開F認雷詞勤務医の

就労環境改善
女性医師の

女性教員の
診療繕続支援

負担軽減策の リーダーシップ促進
検討・推進

女性研究者の
キャリア研修

研究支援
ダイバーシティー
研究環境鑿備 ｜研究力向上 上位職への

｜ﾘｰﾀｰ育成 積極言用

ダイバーシティ
環境整備事業
推進室 女性医療人

リーダー育成部門
勤務医の

就労環境改善
女性医師の
診療継続支援

女性教員の
リーダーシップ促進負担軽減策の

検討・推進
女性研究者の

研究支援
キャリア研修

ダイバーシティ
研究環境整備 研究力向上

リーダー育成

上位職への
積極登用

~

研究施設
一一一一一一企

｝

先端生命医科学研究所

メディカルAIセンター

研究推進センター

さらに様々な会議体、

付属研究機関と連携
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実施概要

上位職への女性の積極登用（=1)、そのための研究力向上とリーダー育成（=2)、およびこれらを支え

るダイバーシティ研究環境整備（=3）の3つのテーマについて、 6年間実施してきた「ダイバーシティ

研究環境実現イニシアティブ（特色型)」のフレームに更なる先端的取組を追加し、それぞれ事業主行動

計画、ストラクチャー、プロセス、アウトカムを明確に設定しました（下図参照)。

ダイバーシティ

研究環境整備

研究力向上

リーダー育成’ 上位職への積極登用国
ー 、

４

教授

准教授

講師

研究者の満足度向上

介護支援制度の利用

研究者の働き方改革

％
叱
叱

０

５

０

３

３

４

科研費等応募数

科研費等採択数
原著論文等

増
増
増

叱
％
牝

０

０

０

３

２

１|ｱｳﾄカム’
’一一一

①託児費用補助制度 可
休日・病児保育利用者数
モニタリング

②介護支援の実践的援助

③研究支援員制度の拡大
（育児・介謹中男性研究者枠） 」

１
１
①女性准教授・講師 心
新規採用、昇進昇格

②学長指名推薦による
女性教授登用

③オープンイノベーショ

ン講演会・交流会』
|

5画j里云。＞＜〃掘云

①架け橋研究支援

②バーチャル研究交流、
国際交流実施

③AI研究
インターンシップ制度

ト~－－ ‐~~~".~

函

Ⅶ■l
推推室、女性医療人リーダー育成部

r陸

ダイバーシテイ環境整備事業

理事長・学長・

常務理事会議、理事会、

教授会 』

陸 可

1門､女性医師研究者支援部門l
研究推進センター

法人,病院L

|ｽﾄﾗｸﾁｬｰ １
１

研究峨略会議,国際交流委員会，
研究科委員会

先端生命研究所

■メディカルAIセンター
ベ

ノ
し

目標Z

介謹壷授制度利用者比率0.696
目標1

女性教授比率30%達成,維持

鼬

0％達成,維持
一一

|事業主行動計画 、

■
Ｌ

「
４
「
４

女性が活躍できる環境を整え、本学の理念「至誠と愛」の下に

国際的に活躍し、リーダーシップを発揮できる女性を育成する
至誠と愛」の下に

る女性を育成する|中長期ﾋｼｮﾝ ’

L
▼一－－－－~

匡 P』

（1）上位職への積極登用の取組

①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進：33ページ

・次世代の女性教授候補者層(准教授、講師)の裾野を広げるため、学内女性研究者を対象と

ヤリアアップのための実践的な個別アドバイスの実施

・現准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング(X)fo'-彌生人（やよいびと)」 ‘･現准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング(X)fo'-彌生人（やよいびと)」の

したキ

開催

※教授を中心としたロールモデルから直接経験談を聞き意見交換を行う場

･女性研究者＝メンテイが高インパクトファクターの雑誌に筆頭著者として論文掲載を成し遂げた

場合､指導に当たった研究者＝メンターと当該メンテイのメンター・メンテイペアを対象として、

両者を表彰する「彌生人（やよいびと）メンター・メンテイ賞」を設立

②学長指名推薦による女性教授登用：36ページ

・学内外の優れた実績をもつ女性教職員を学長指名推薦により女性教授として登用

③オープンイノベーション講演会・交流会：37ページ

・本学先端生命医科学研究所「バイオメディカル・カリキュラム」と連携し、医・工・理の架け橋

研究等を紹介する「オープンイノベーション講演会｣、新たな研究希望者と既に研究進行中の者
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とのマッチングの場「オープンイノベーション交流会」の企画・開催

（2）研究力向上・リーダー育成の取組

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援: 41ページ

． 「架け橋研究支援」制度の実施

・架け橋研究を推進する「架け橋研究指導者」と新たに架け橋研究を希望する者とが意見交換できる

場「架け橋研究紹介ツアー」の実施

・令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化：44ページ

． 「国際共同研究支援」制度の実施

・国際共同研究を推進する「国際共同研究指導者」による新たに国際共同研究を希望する者を対象と

した相談会の開催

・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者を対象とした英語論文掲載料一部補助制度の実施

・国際共同研究用デジタルプラットフォームを活用した国際研究講演会・交流会の開催

・アバターロボットを用いた臨場感のある研究交流の実施

・国際的に活躍する研究者等による「国際研究講演会・交流会」開催支援

・女性研究者をつなぐリアルタイムコミュニケーションツール(Slack)の活用

・令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信

③保健医療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築:48ページ

･ ｢AI研究スタートアップ支援」制度の実施

･AI研究を推進する「AI研究指導者」がメンターとなり、新たにAI研究開始を希望する者に対す

る「AIインターンシップ」の実施

･AI講習会、研修会参加費補助制度の実施

･AI講演会、 AI演習会、AI相談会の開催

・令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信

④科研費申請支援関連：51ページ

・科研費採択率向上のための申請書レビューの実施

・科研費セミナーの開催

（3）ダイバーシティ研究環境整備の取組

①学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備： 56ページ

・学会等参加時の託児費補助制度の実施

・院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）における土日祝日を含めた一時預

かりの安全性検証および利用者数のモニタリングの実施

1O



②実践的介護支援体制の構築：57ページ

・介護見守り支援（ちよこつと介護見守り支援）の開始

・介護支援ハンドブックの作成

・介護支援に取り組む施設への視察

・介護識演会の開催

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大：59ページ

・平成28(2016)年度（特色型）事業で構築した女性研究者対象の「研究支援員制度(※)」への育児

中/介護中男性研究者枠の新設

※応募条件を満たす本学医学部の女性医学研究者が、研究活動上必要な補助業務を行う際に「研究支援員」を1

名採用できる制度(支援員の人件費は女性医療人キャリア形成センターより拠出）

以上のダイバーシティ研究環境整備事業の様々な取組は、女性医師・研究者のみならず全教職員・学

生も対象としています。今後もさらに個別の状況に合わせた多角的かつ適切な支援を実施し、広く社会

に役立つモデルを構築していきます。
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事業計画

|魎~

(別紙）

事業計画書

I .補助事業の内容

1 ~補助事業の名称

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）

2~機関名

学校法人東京女子医科大学

3．補助事業の目的

①上位職登用（女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進、学長指名推薦による女性教

授登用、オープンイノベーション講演会・交流会)、②研究力向上・リーダー育成（基礎医学と

臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援、バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化、保健医

療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築)、③ダイバーシティ研究環境整備（実践的

介護援助体制の構築、研究支援員制度における対象者範囲の拡大）を通じて、以下を達成するこ

とを本事業の目的とする。

a.女性在職比率：教授30%、准教授35%、講師40%

b.新規採用、昇進・昇格において、後進女性研究者の指導能力や国際活躍業績等を入れる

C.女性研究者の科研費等競争的研究資金の申請数増加、新規採択率の向上をめざす

。介護支援の充実をはかる

4．本年度の事業の項目及び内容

○取組期間における研究者在職者数、女性在職比率

講師

(うち女性）

助教以下

(うち女性）

准教授

(うち女性）

教授

(うち女性）

女性在職

比率

令和2年5月

1日（実績）
1,735(826） 164 （64） 133（38） 15%120（30）

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度

1,697(815）

1,746(888）

1,788(844）

1,737(844)

1,737(844)

1.735(826)

画
一
、
｜
陶
一
畑
一
㈱
｜
、

師
一
例
｜
鋤
一
四
一
側
一
⑳

峨
一
蛾
一
蛾
一
蛾
一
鋤
一
唖

152

154

162

161

161

164

⑳
｜
⑳
’
四
一
四
一
四
一
咽

123

120

120

120

120

124

唖
一
脚
一
卸
一
煙
一
浬
一
唖
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○取組期間における研究者採用者数、女性採用比率

助教以下

(うち女性）

講師

(うち女性）

准教授

(うち女性）

教授

(うち女性）

女性採用

比率

令和2年5月

1日（実績）
184 （86） 8 （6） 8（1） 6 （2） 461％

令和3年度 188（90） 8 （6） 8（1） ②
｜
②
｜
②
｜
②
一
②
｜
②

46％Ｃ
ｌ
〈
ｂ
｜
〈
ｂ
一
〈
ｂ
一
〈
Ｃ
ｌ
（
ｂ

令和4年度 204 （971‐ ノ 8 （6） 8（1） 46％

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度

(101）

(101)

(101)

(101)

204

204

204

204

⑥
｜
⑥
｜
⑥
｜
⑥

叫
一
叫
一
郵
一
鋤

８
－
８
’
８
’
９

(1)
－

(1)
一

(1)

(1)

８

’

８

－

８

８

（1）本事業推進のための体制整備

． 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」事業を円滑に進めるために、各施策推進の司

令塔としての役割を担っている「ダイバーシティ環境整備事業推進室」が引き続きその任を担

う。本事業の各取組についての具体的審議は「ダイバーシティ担当推進者会議」で行う。 「ダ

イバーシティ担当推進者会議」で採択された重要事項については女性医療人キャリア形成セン

ターを通じ、理事会での審議決定を必要とする。

女性医療人キャリア形成センターには、既に女性活躍推進法による行動計画の実施のために

設置されている部門が複数あり、本事業の推進に際しては、それらのうち「女性医療人リーダ

ー育成部門」ならびに「女性医師・研究者支援部門」と「看護職キャリア開発支援部門」が「ダ

イバーシティ環境整備事業推進室」と連携しつつ各部署が専門とする事業内容の推進を担当す

る。 「ダイバーシティ環境整備事業推進室」は毎月の「ダイバーシティ担当推進者会議」によ

り女性医療人キャリア形成センター内の複数の部門､学内委員会､学内研究施設と密に連携し、

事業全体をオーガナイズすると共に各部署の活動を（事務、広報、記録、成果の抽出など）多

方面からバックアップすることで事業の確実な進捗を図る。

（2）女性准教授。講師の新規採用および昇進昇格の促進（上位職登用）

・次世代の女性教授候補者層(准教授、講師)を厚くし裾野を広げるため、医師以外の学内女性研

究者を対象としたキヤリアアップのための実践的な「個別アドバイス（キャリア面談)」を行う

ためのメンター（准教授、講師）の募集および登録を行い、 「個別アドバイス（キャリア面談)」

を実施する。

･現准教授・講師をロールモデルとした「ビアラーニングfor彌生人(やよいびと)」実施におけ

る講師登録（准教授、講師）を行い、「ピアラーニングfor彌生人(やよいびと)」を開催する。

．優れた指導の結果、女性研究者＝メンティ（医師・看護師・non-MDを含む）が高インパクトフ

ァクターの雑誌に筆頭著者として論文掲載を成し遂げた場合、指導に当たった女性研究者＝メ

ンター（医師・看護師・non-MDを含む）と当該メンティのメンター．メンティペアを対象とし

て、両者を表彰する「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」を設立する。受賞者には、

研究助成を行うことで、更なる研究力向上の機運を高めてもらうことを狙いとする。また、こ

れを受賞したメンター、メンティそれぞれを学長指名推薦候補者とすることで、上位職登用の

裾野を拡大する。架け橋研究、国際共同研究、AI研究の各分野のみならず、広く臨床医学系、
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基礎医学系、看護系を対象として学内全体から募集し表彰する。

（3）学長指名推薦による女性教授登用（上位職登用）

・国内外において優れた実績のある女性教職員（医師以外の女性研究者を含む）を教員評価制度

の公平な評価結果や国際活躍業績に基づき学長指名推薦により女性教授として登用していく。

女性登用実績の評価方法等も十分検討され既に体制は整っており、候補者があれば適宜推薦を

実施する。

･前述の「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」を受賞したメンターが准教授の場合、学

長指名推薦候補者とすることで、上位職登用促進を図る。

（4）オープンイノベーション講演会。交流会（上位職登用）

・女性研究者の研究マインドの醸成を図り、異分野融合研究の活性化を目指すための講演会、

交流会を開催する。

講演会では、①国内外で著名な研究者（男女問わず)、②本学先端生命医科学研究所が主催す

る「バイオメディカル・カリキュラム」修了生、③本学の女性研究者で優秀なもの（架け橋

研究支援修了生含む）を講師とする。また講師と参加者による交流会を開催する。

･令和4年度メーリングリストの登録を行い、研究希望者への情報発信に努める。

（5）基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援（研究力向上・リーダー育成）

．第2回「架け橋研究支援」の応募ならびに審査を実施し、採択者の支援を行う。

基礎医学と臨床工学の間を繋ぐ医・工・理の架け橋研究を推進する架け橋研究指導者（担当責

任者および担当責任者が任命した者、令和3年度「架け橋研究支援」採択者）と新たに架け橋

研究を希望する者とが相互に意見交換ができる場「架け橋研究紹介ツアー」を実施する。

･令和3年度第1回「架け橋研究支援」採択者による成果報告等を発信するための収録・動

画配信を行う。

｢架け橋研究支援」採択者による研究業績を収集し、支援成果としての分析を行い、支援の在

り方を検討する。

（6）バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化（研究力向上・リーダー育成）

。第2回「国際共同研究支援」の応募ならびに審査を実施し、採択者の支援を行う。

国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者および国際研究支援を受けた女性研究者を対象

とした英語論文掲載料一部補助を行う。

令和4年度メーリングリストの登録を行い、研究希望者への情報発信に努める。

･バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化の研究指導者（担当責任者および担当責

任者が任命した者、令和3年度「国際共同研究支援」採択者）と新たに国際共同研究を希望す

る者とのマッチングを行い、オンライン・リアルでの相談会を開催する。
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海外の複数の大学との共同研究を活性化することを目的として研究用デジタルプラットフォー

ムなどを活用した国際研究講演会・交流会を開催する。

･学外（海外を含む）と学内の研究者間でアバターロボットを用いた、臨場感のある研究交流を

実施する。

令和3年度第1回「国際共同研究支援」採択者による成果報告等を発信するための収録・動
画配信を行う。

｢国際共同研究支援」採択者による研究業績を収集し、支援成果としての分析を行い、支援の在
り方を検討する。

（7）保健医療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築（研究力向上．リーダー育成）

．第2回「AI研究スタートアップ支援」の応募ならびに審査を実施し、採択者の支援を行う。

･学内女性研究者が外部で開催されているAI講習会､研修会に参加する場合に参加費を支援する。

スタージェン社への委託により、学内にてAI講演会、AI演習会、AI相談会を開催する。

保健医療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築の研究指導者（担当責任者および担

当責任者が任命した者、令和3年度「AI研究スタートアップ支援」採択者）がメンターとなり、
新たにAI研究開始を希望する学内女性研究者に対し、 「AIインターンシップ」を実施する。

令和4年度メーリングリストの登録を行い、研究希望者への情報発信に努める。

令和3年度第1回「AI研究スタートアップ支援」採択者による成果報告等を発信するための
収録・動画配信を行う。

｢AI研究スタートアップ支援」採択者による研究業績を収集し、支援成果としての分析を行い、
支援の在り方を検討する。

（8）学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備（ダイバーシティ研
究環境整備）

・女性研究者に対し、学会参加時の託児費補助を実施し、継続した研究環境を支援する。

やよい保育園（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）における土日祝日を含めた

一時預かりを安全に実施していることの検証および利用者数のモニタリングを引き続き実施す
る。

（9）実践的介護支援体制の構築（ダイバーシティ研究環境整備）

・特定非営利活動法人子育てネットワーク・ピッコロに委託し、介護見守り支援サービス（ちよこ
つと介護見守り支援）を開始する。
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･本学教職員を対象として実施した、 「介護現状調査アンケート」の結果を論文とし、広く結果を

公表する。

｢介護現状調査アンケート」結果を受けて、介護支援ハンドブックを作成し、介護に関する知識

の周知を目指す。

先駆的に介護支援に取り組む施設への視察を行う。

介護経験者による「座談会」を開催し、より介護を身近に感じる機会を提供する。

(10）研究支援員制度における対象者範囲の拡大（ダイバーシティ研究環境整備）

・育児中または介護中の女性研究者および優れた研究業績を有する将来有望な女性研究者を対象に

実施している研究支援員制度をさらに拡大し、育児中または介護中の男性研究者1名の支援を行

う。

。本事業については、自主経費で実施する。

(11）科研費申請支援関連（研究力向上・リーダー育成）

・科研費採択率向上のため、申請に際しての支援として講演会ならびに申請書添削を提供する。

5．補助事業期間

・補助事業の完了（予定）日 令和5年3月31日

~
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Ⅱ補助事業の実施体制

※「1 .4.本年度の事業の項目及び内容」と対応。

事業項目 実施場所 担当責任者

（1）本事業推進のための体制

整備

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

解剖学講座

神経分子形態学分野

准教授

本多祥子

（2）女性准教授・講師の新規

採用および昇進昇格の促

進（上位職登用）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

常務理事・女性医療人

キャリア形成センター長

肥塚直美

（3）学長指名推薦による女性

教授登用

（上位職登用）

東京都新宿区河田町8－1

学校法人東京女子医科大学

常務理事・女性医療人

キャリア形成センター長

肥塚直美

東京都新宿区河田町8－1

学校法人東京女子医科大学

（4）オーブンイノベーション

講演会。交流会

（上位職登用）

先端生命医科学研究所

所長・教授

清水達也

（5）基礎医学と臨床工学を繋ぐ

架け橋研究支援

(研究力向上・リーダー育成）

東京都新宿区河田町8－1

学校法人東京女子医科大学

先端生命医科学研究所

所長。教授

清水達也

（6）バーチャル国際研究交流体

系の構築および実用活性化

（研究力向上・リーダー育成）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

解剖学講座顕微解剖学・

形態形成学分野

教授・基幹分野長

石津綾子

（7）保健医療分野におけるAI

研究インターンシップ制

度の構築

（研究力向上・リーダー育成）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

先端生命医科学研究所

教授

正宗賢

（8）学会参加時の託児費補助制

度の新設および休日一時

預かり保育制度の整備

(ダイバーシティ研究環境整備）

東京都新宿区河田町8－1

学校法人東京女子医科大学

衛生学公衆衛生学講座

公衆衛生学分野

教授・基幹分野長

野原理子

(9)実践的介護支援体制の構築

(ダイバーシティ研究環境整備）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

解剖学講座

神経分子形態学分野

准教授

本多祥子

(10）研究支援員制度における

対象者範囲の拡大

(ダイバーシティ研究環境整備）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

臨床検査科

教授

佐藤麻子

(11）科研費申請支援関連業務

(研究力向上・リーダー育成）

東京都新宿区河田町8-1

学校法人東京女子医科大学

解剖学講座

神経分子形態学分野

准教授

本多祥子
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取組概要（ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ女性研究者研究活動支援事業HP掲載）

１
１

~

師§

'’ 鐘東京女子医科大学（先端型）型） ダイバーシデイ研究環境実現イニシアティブ

実施期間:R3年～R8年

ダイバーシティ
研究琿姻鱈匿 上位■への

肺伊勢用

18

【特長】
YOurAttentiontoYOurOwnlnnovation！
グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用「YAYOIプロジェクト」

ダイパーシテイ研究環境実現イニシアティブ（特色型）のフレームに更なる先端的取組を追加し、優れた女性研究者の

育成と女性活躍を発展させるWOIプロジェクトを全学体制で推進する。
恩

学祖吉岡彌生(やよい)先生

【実施体制】
理事長・学長のリーダーシップのもと、事業の司令塔を
「ダイバーシティ環境整備事業推進室」が担い、事業内容
の具体的審議を「ダイパーシティ担当稚准者会議」で行い、
重要事項は女性医療人キャリア形成センターを通じ理事会
で審議決定を行う。 「ダイパーシティ環境整備事業推進室」
が女性医療人キャリア形成センターの各部門、学内委員会、
研究施設と密に連携し各事業の確実な進捗を図る。
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【取組概要（目標） 】
1~上位職登用：学長のリーダーシップの元、
師の昇進昇格、採用を促進、優れた女性研

学長指名推薦による准教授・講

究者を発掘する。

2．研究力向上とリーダー育成：オンライン国際研究交流体制を構築し、女性
研究者の国際共同研究支援を行う。異分野を鑿ぐ架け橋研究支援、AIイン
ターンシッブ制度、AI研究スタートアツプ支援により女性研究者の砺究参
画を促進する。

3．ダイバーシティ研究環境整備：

助制度、実践的介護支援を新設
児・介護中の男性研究者に拡大
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ダイバーシテイ
研究環墳整備

研究唇の潤

介鰻
研究

足度向上

度の利用

き方改革
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目霞2
介露雁錘宙利附置唾0．“

固唾1

女笹敏馳也寧30細皮紐絢

【支援内容】研究力向上とリーダー育成の取り組みとして女性研究者を支援します

長期継続のための「後進育成」体制の構築

鰯
一』 －－

『次世代国際交流指導者』 「次世代A研究据導者」 『次幽C架け橋研霜旨導者」

畢舎
YourAttentiont◎YourOw師エ､晩Ovation！

◆研究支援

①架け橋研究支援
基礎医学と臨床工学の間を繋ぐ架け橋研究に関わる、
もしくは新たにスタートを希望する女性研究者を支援
②国際共同研究支援
国際共同研究に関わる、
望する女性研究者を支援

もしくは新たにスタートを希

③AI研究スタートアップ支援
保健医療分野でのA研究を新たにスタートする女性研究
者を支援

◆補助制度
①学会等参加時の託児費補助
②国際共同研究における英語議文掲翻補助
③AI譜習会、研修会参力罎補助

◆ダイパーシティ研究環境整備
①院内保育所の休日一時預かり保育の整備

女性研究者自らイノベーションを志しキヤリアアップの基盤を掻築 ②フアミリーサオート体制を活用した"ちよこつと介護
研究資金の獲得能力向上により経済的自立を目指す 見守り支援"

舎等
苗床を育む ③男性研究者のための研究支援員制度利用枠新設

寄附や競争的外部資金獲得のみに頼ることなく 国際共同研究を活性化
本学の産学連携における運営力を駆使しつつ 海外の複数の大学と共用できる

企業や団体との契約に基づく確かなﾀ倍喧金獲得を目指す工夫を実践 研究用デジタルプラットフォームを構築

アパターロホット
」

研究力向上

リーダー育成

研究支援を受けたちの【虫翌年以降、
指覇者として拷進育成罐罰を担う

【お問い合わせ】

機関名冒学校法人東京女子医科大学
所在地：東京都新宿区河田町8-1
連絡先：03-3353-8112

(内線30165,30166）
cdc.bm＠twmu・ac､jp

HPもhttp://www・twmu，ac・jp/gende〃

女性医療人キャリア形成センター

【これまでの成果】 ゞ,赤(……》の画面会と輝電、

〒…ハマーゴー~媚､F。ｰ～■0毎■一首〆凸一■甲や

特色型による取組により、女性教授上悴が上昇

2020年7月に目標である309bを達成

<受賞歴＞

2017年東京都女性活躍推進大賞

2020年日産財団第3回リカジヨ奨励員
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令和4(2022)年度活動年表

実施日 内容

令和4(2022)年度

「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援･AI研究スタートアップ研究支

援)」募集開始

1/1

「ちよこつと介護・見守り支援」開始

男性研究者のための「研究支援員制度」募集開始

「AI ･臨床統計無料相談会」参加受付開始

第6回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

4/15

~4/19
「学会参加時等の託児費補助制度｣、 「英語論文掲載料補助制度｣、 「AI講習会、〃｜

修会参加費補助制度」受付開始

l/21

「YAYOIプロジェクト」情報発信メーリングリスト登録受付開始

第1回介護サポート調整会議（オンライン）

第7回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

第2回介護サポート調整会議（オンライン）

4/27

5/19

5/26

東京女子医科大学病院循環器内科とタイの病院(BangkokChristianHospital)

とのTemi通信テスト実施

6/3

「研究支援(AI研究スタートアップ研究支援)」面接審査実施

「研究支援（架け橋研究支援)」面接審査実施

「研究支援（国際共同研究支援)」面接審査実施

第8回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

6/13

6/14

6/16

6/21

「研究支援」採択者決定（架け橋研究支援1名、国際共同研究支援2名、AI研究

スタートアップ研究支援2名）

6/29

「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI研究スタートアップ研究支

援)」再募集開始

第9回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

「研究支援（架け橋研究支援)」再募集面接審査実施

7/15
－

7/26

「研究支援（国際共同研究支援・Al研究スタートアップ研究支援)」再募集面接

審査実施

7/27

令和3年度ダイバーシティ環境整備事業報告（特色型・先端型）開催

第4回介護サポート調整会議（オンライン）

7/30

~8/1
「研究支援」採択者決定（架け橋研究支援4名、国際共同研究支援2名、 AI研究

スタートアップ研究支援2名）

男性研究者のための「研究支援員制度」プレゼン・面談審査実施

第2回オープンイノベーション講演会開催

男性研究者のための「研究支援員制度」採択者決定

第10回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

「彌生人メンター・メンティ賞」募集受付開始

8/2

8/4

8/8

8/18

8/22
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内容実施日

令和4(2022)年度

「研究支援（架け橋研究支援●国際共同研究支援･AI研究スタートアップ研究支

援)」採択者授与式開催

「研究支援（架け橘研究支援・国際共|司研究支援･AI研究スタートアップ研究支

援)」採択者授与式開催

第11回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

第1回ピアラーニングforやよいびと開催

8/24

8/29

9/20
－

9/28

イタリア大臣（大学・研究担当）来学

第5回介護サポート調整会議（オンライン）

JSTによる令和3年度額の確定調査実施9/30

10/1

10/3

10/4

令和5(2023)年度男性研究者のための「研究支援員制度」募集開始

「国際研究講演会・交流会」開催支援募集開始

選考会

受賞者決定（4組）

国際的に活躍する研究者等による

「彌生人メンター・メンティ賞」

「彌生人メンター・メンティ賞」

第12回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

第6回介護サポーl､調整会議（オンライン）

「彌生人メンター・メンテイ賞」授与式開催

第7回介護サポート調整会議（オンライン）

第13回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

長野県松本保健福祉事務所・木曽保健福祉事務所オンライン面会

介護サポート通信第1号発行

第8回介護サポート調整会議

第2回ピアラーニングforやよいびと開催

第14回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

ちよこつと介護説明会開催

画像データ演習会開催

ちよこつと介護説明会開催

介護サポート提供会員向け茶話会開催

Slackを利用した本学研究者のための「YAYOIコミュニティ」参加募集開始

ちよこつと介護説明会開催

大阪公立大学介護支援についてZoom視察

Ⅲ
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Ⅲ
一
Ｍ
｜
Ⅲ
川
Ⅲ
｜
川
一
川
一
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一
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12/21

12/22

12/26

12/28

令和3(2021)年度研究支援採択者研究報告動画「東京女子医科大学公式YouTube

チャンネル」にて配信開始

!/5

国際共同研究採択者による後進育成活動顔合わせディスカッション会開催

看護学部成人看護学でのtemi実装

ちよこつと介護説明会開催

令和5(2023)年度男性研究者のための「研究支援員制度」プレゼン・面談審査

国際共同研究採択者による後進育成活動顔合わせディスカッション会開催

l/11
－

l/12

l/18
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内容実施日

令和4(2022)年度

第9回介護サポート調整会議

第15回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

第3回オープンイノベーション講演会開催（オンライン）

富山大学介護支援についてZoom視察

ちよこつと介護説明会開催

第1回介護講演会開催（オンライン）

ちよこつと介護説明会開催

第2回医療・ヘルスケアAI講演会開催（オンライン）

第10回介護サポート調整会議

ちよこつと介護説明会開催

表形式データの機械学習演習会開催（オンライン）

第16回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

第3回ピアラーニングforやよいびと開催（オンライン）

ちよこつと介護説明会開催

第1回科研費セミナー開催（オンライン）

ちよこつと介護説明会開催

架け橋研究採択者による後進育成活動顔合わせディスカッション会開催

ちよこつと介護説明会開催

第17回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン）

ちよこつと介護説明会開催

第11回介護サポート調整会議

1/19

~1/26

2/9

2/13

~2/16

2/20

2/21

2/22

2/24

3/8

3/9

3/13

3/16

3/23

3/24

令和4(2022)年度「ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（先端型)」活動

報告書発行

3/31
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令和3年度ダイバーシテイ環境整備事業報告会の実施

令和4(2022)7月30日(士)、彌生記念教育棟104会議室

にて、 Zoomウェビナー「ダイバーシティ環境整備事業報

告」が開催されました。新型コロナウイルスの感染状況を

鑑みZoomウェビナーによる開催となりましたが、学内のみ

ならず北は北海道から南は沖縄県まで学外からも多数のご

参加をいただき、女子医大ダイバーシティ事業への関心の

高さが伺えました。

一一一 マーーー

I

報告会の冒頭、岩本絹子理事長と丸義朗学長のビデオメッセージによるご挨拶をいただきました。

岩本絹子理事長からは「女性活躍推進法が成立した現代においては社会に貢献する女性医療人、そし

て指導的立場の役割を担う人材の輩出が望まれており、女性医療人を輩出し続けている本学の役割は

より一層重要な存在となっています」とのお言葉をいただきました。続いて、丸義朗学長は「本事業

の到達目標と実施計画のPDCAサイクルをきめ細かに回転させながら本事業に取組んで参ります」

と本事業に邇進する決意を語られました。その後、肥塚直美常務理事(女性医療人キャリア形成センタ

ー長)が開会の挨拶を述べられ、会が開始となりました。

第1部「報告会」では、まず令和3(2021)年度に6年間の事業期

間を終了した文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシ

ティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」について、野原理子教

授・基幹分野長(衛生学公衆衛生学講座（公衆衛生学分野)、女性医

師・研究者支援部門副部門長)より成果・総括についての報告があ

りました。平成28(2016)年度に採択された「特色型」では、本学

の事業主行動計画に基づき「上位職への積極登用｣、 「研究力向上・

リーダー育成｣、 「ダイバーシティ研究環境整備」の3つのテーマをリーダー育成｣、 ｜タイバーシテイ研究環境整備」の3つのテーマを
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『

掲げ、女性教授比率30％を目標と

して事業に取り組んでまいりました。その結果、 6年間で特任教授・特命担当教授を含む36名の女性

が教授に登用され、 2020年度5月の時点で女性教授比率30％を達成しました。ただし、女性上位職の

十分な割合の確保と維持、競争的基金の獲得、そして介護支援の充実など課題があり、今後は先端型

にてこれらの課題解決とさらなる高みを目指して事業を進めてまいります。

続いて令和3(2021)年度より新たにスタートした同事業「先端

型」について、本多祥子准教授(解剖学（神経分子形態学分野)、

ダイバーシテイ環境整備事業推進室長)より初年度の取組について

報告いたしました。 「先端型」では、より高みを目指す女性医療人

を育むことを目的として、グローバルヘルスリーダーとさらなる

女性登用「YAYOlプロジェクト」を立ち上げました。このYAYOI

は、 自らのイノベーションを意識していこうという意味の英語、

Yourattentlontoyourownlnnovat ion1を、本学の学祖、吉岡棚4Yourattentlontoyourownlnnovat ion!を、本学の学祖、吉岡棚生
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ｌ

１

１

ｒ

銅
一畷藤原 ・ｰ

先生のお名前に絡めています。

YAYOIプロジェクトでは、女性教授の基盤となる女性准教授・講師の昇進昇格を積極的に推し進める体

22



制を構築していきます。研究意欲を盛り上げる取組として、先端生命医科学センターTWInsを主体とし

た「オープンイノベーション識演会」開催に加え、 「架け橋研究」 「国際共同研究」 「A1研究」3種の研

究支援制度を創設し、 2021年度は女性研究者10名の支援を実施しています。第1部の後半では、この

10名による研究成果報告も動画で行われ、本学の女性研究者の活躍を多くの方に知っていただく機会

となりました。また、 「学会参加時の託児費補助」や「英語論文掲載料補助」 「男性研究者を対象とし

た研究支援員制度」の実施、さらに院内保育所におけるICTを活用した環境整備、介護支援ファミリ

ーサポート 「ちよこつと介護見守り支援」の始動についてもご報告いたしました。今後も新たな取組

を追加して参ります。

第2部「特別講演」では、齋藤加代子特任教授（ゲノ

ム診療科、女性医療人キャリア形成センター副センター

長）の座長のもと、宮浦千里先生(中部大学総長補佐・

特任教授)より 「科学技術領域におけるダイバーシティ

推進」 と題したご講演を賜りました。わが'玉Iの男女共同

参画において解決すべき問題点について、宮浦先生がこ

れまで活動拠点とされてきた東京農工大学で明らかにな

鹿一一一一一一

、

瞳
難 ｑ

Ｌ

｡

つた事柄と有効な取組方法についてご教授くださいました。科学領域におけるダイバーシティ促進の

ためには、異分野融合・文理融合・性差融合など応用科学における多様性を意識した教育・研究が必

要であること、また科学技術領域における女性リーダー育成強化のためには、 「ライフイベントとの両

立環境、採用・昇進における女性登用の推進方策、組織としてのダイバーシテイ戦略」を基本的イン

フラとして全国にしっかり定着させていくことが必要、との力強いメッセージを頂戴いたしました。

引き続き行われたパネルディスカッションでは、番場

嘉子講師（外科学講座(下部消化管外科学分野))、石津

綾子教授・基幹分野長（解剖学誌座（顕微解剖学・形態

形成学分野))、小川久貴子看護学部長（発表順）から日

頃感じている疑問などをお話いただき、宮浦先生より丁

寧なアドバイスをいただきました。最後に石黒直子医学

部長(女性医療人リーダー育成部門長)より閉会のご挨拶

を賜り、会は終了となりました。

《

.
liｱ…壜I I跨宣4

~~~

当日の様子を女性医療人キャリア形成センターHPにて動画公開しております。下記QRコードより

YouTubeにてご覧いただけます。 凸
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●令和3年度ダイバーシテイ環境整備事業報告会チラシ・プログラム

文1 冑● M

バー ィ尻竃墳宮鴎イ ■
R丘亨空当ｲ 風

|本学におけるダイバーシティ理壌整癖蕊
イブ（
ブ

１
１

毎
恒
色
■

㈲
完

涜演巷プロフィール

品
富浦千里申細大学蝿長哺佐・舗任彼授

東京農工大学噌命軟捜・名憎柚授

東京理11大半飴学稲を串当世.昭和大学燭学部の助学として勤務しながら蕊学博士号を取塀(東馴理科大
学）．その1曲，来園テキサス大字研究貝、昭+ﾛ大学鋼師、東京鍵科大学劫敏授を畷て、2㈹4年より東京庖工大軍

工学願俄投に瑞催｡油21年牛部大字に粍長捕佐･諦任戟授として蔚任｡隣の各趨議員会では､人4才荷成問速を

~g卜心に投当｡抵叩研興者およ"女性鍋究者の涌皿と嘔細を今回の樋関間･で1向砲共判して､坪撰を鴬めてい裕.

プログラム
他禽司歯七朝画子寮罰女子医料稗嘩謬畠自kいま厩1心山側粥]副厭溺･晶郡揃偽醜R降人 ﾀ冑血が吋良

９

I

待曹
、

I』

1J;00～ 【挨拶】

淵本野学挽を人皇京女子邑料祥曝事畏

ル.“ 宣京女子医科鐸学長

【聞全の挨拶】

”白夜蔓蝿,愚人■京女子匿料文字歳諏g食可■野人ヤア記己ｾﾝﾀ債'

13.30～ 【ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型）鐸閏醗型

P原野歴子医科大学…も謹罐学園理公索茜穿学分野)敏増・刀幹分野長■q空 ■言■写辱U旬

13･鋤～ （ダイバシティ研究環填実現イニシアティブ(先蛎型）令和3年壌慨告】
本多嘩子 東京女子医碗大学欝跡尋崖(密分子…分F）通痘橿タイ ・“■“｡瓦■■■

…奉璽2022.7.30四13:00~16:0，
唾藩ロ ｜参加費津妻事前申し込みl

Zoomウエビナー ルt"s:"駒ms､9,.ﾉe5s"tc3xjsx1Rw‘

▲

識
】4:10～ 【卸3年度『研究支援剃度』操択者研究虚果報告）

毎M鰐叉型･困唾厩厩寅支調・蒔究スタートアブ麦聾峰

］4:柵～ 休憩

】4:50～ 【特別出演】

鷹長■隆麓代子宣薦女子庄興祥ｹﾉﾑ陸毎f3蝿怪壷豆曽旦■人'ｬ”凶告ﾝター■七T里

涜者立涌千里氏中部大学蜂長補佐・特畳微媛
『糊学技術領域にあけるダイバーシティ推逸

』5:30～ 【パネルディスカッション】

宮濁TF魔中曄学縄長齢・糖”掴
’伽jI久側子康趣謡料群打旧輻畏圃鯉■牙一，ｱ■偲宣■w砥呼句＆

石必嬢子”女子醒料大学“鎚唖(…剖字・形姫形酵分貯】散授･蕩紳ｶ野昌
■埴団子率女奉概大学外料学湿函(下餓魂化篭外科学分母)醍鱒ﾀｲﾊｰ"ﾁ磨廿畑■■甫白､"画i･

15:50- 【閲翁の挨拶】
も仰直子 ■京女子蜜f4大学医学部長岱皿秘す岬《皮自､γ卸”耐■g稗$7口■世価刃毎人ﾙｻｰ廊阻陣・9■】

薦ﾕ穆 【轍告会】 I

ダイバーシティ研究“宴現イニシアティブ(特色室）5年間の縄括

ダイハーシティ研究珊填実現イニシアティブ(先蟻型）罰3年度報告

令和3年度r研究支撫制度』繰挟老研究庫果鞭皆

③‘
｢科学技術領域におけるダイバーシティ推進』

浸
宮浦千里仕 （‘P邸大字軽長掃仏‘特任鹸擾】

パネルディスカッション

（・宮淵千噂R中邸入学町晶梱仏‘獅伍破撹

・小川久貴子■東良子鋤4大学目繍字郎民

・石3，隈子 東京女ヂ啄卿大争解副学幽摩〈翻侭鱒捌学・砥魁形躍学分野）械櫓・覇脚分野畏

・柵増剛子 東京女子国ｻﾘ大学外1↓宇隅畷【下郎湧化糠外科学分野）隅婦

主糠、‘東京女子医科大学女竹灰凍人ｷｬﾘｱ形成tgﾝク
お腿い合わ社TEL:83･鉤53.811Z1F幽羽A“)

即IL:f女.碑”い､Jに,1p

５

１
お問い合わせ：東京女子医科大学女件碩撫人キャリア形脱センター

URLghtkp:〃www.【wmu･aに.』p/8e､“rノ
MAIL:“E､bm＠twmu.“､jp TEL:”-羽53.8112{内柵30166）

◆&々ﾍﾝﾚ･Z亥毎榔窄西棚学映俳人呵勵戊寓覗助$震.ﾀｲﾊｰｼﾃ々眠気■域黄鑓ｲﾆｼｱﾃfﾉ侭趣秒}＃の.宙『し〈声やL苫V

一“ "画一…生寺竜一庫、軒 一一~ー守烏P
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● 「先端型」事業紹介スライド（本多祥子室長）

グローバルヘルスリーダー
YAYOIプロジェクト

2022/ﾌﾉ30

ダイバーンフィ研究環境黄.現

インﾉ'7イブ（先端型）
令犯3年度報偶･グ

蛍
告唾里1 A＜や

グローバルヘルスリーダー育成と

更なる女性登用

｢YAYOIプロジェクト」

本学の学祖

岡彌生先生

ﾜー

~

蝋
謹

生オ
ペ

呵

者胤生

AttentiontoYourOwnInnovation1

な学の報

瘤賀生先生 学校法人東京女子医科大学

女性医療人キャリア形成センター

ダイバーシティ環境整備事業推進室

室長本多祥子
餓剖学（神縄分子形態学分野） ！

グローバルヘルスリーダー
令和3年度女性活躍推進法に基づく

学校法人東京女子医科大学の行動計画
瀬朱唆、5…Iし.ｱﾚﾉ呼一〔
米ジョンスホプキンス大字の女姓勃綬

買註研究首に膨毒を与え志した。

~…
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目標・行動計画ダイバーシティ事業推准杷当者会議
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巳■
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麺金星唾亟回国畏側命
硯尻44貝員命
麹生⑨研究所

~

＃． ■6
~己

p･ 血･守 口 毎 画｡ 一
F画望･9 ，－． 〃 ・函● 凸

曲
顧

●雪
辱

甲
準● 』 自極エ

セ価B再件玉竜峰迺産.埠姻

「

４

、
４

女性が活踵できる

国際的に活題し、
女性が活踵できる魂境毒整え、本字の理念『至醸圭壁lの下に
国際的に活題し、リグニツブを発揮できる女性を商圏する

COVID-19感染拙大防止のため、毎月1回オンラインにて実施

。可 P

YourAttentiontoYourOwnInnovation! 平成27年~令犯3年教授職における女性割合の推移

「 、 報授（1鈴担当aむ）の刺血剖合と在語数
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＆聾 35
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（1）上位職への積極的登用 輿性男性 合計

25 90 115

①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進

②学長指名推薦による女性教授登用
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教授
f‘18任戦授・蒋命担当鯉禽心

(学外から“$任日医/肴）
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（1）上位職への積極的登用

①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進

2 学,※握名鮭、 J葱女蛾鐙通用

ｷｬﾘｱ形成のための実践“個別ｱﾄﾊｲｽ体制の塑備 I企画･準術中l
メンター（准教授、刷師）を登録（岡D，non-MD，男女問わず）

→相談希望者（メンァィ：助教,研修医,院生など女性"I究者）と募集
→マッチング

ーンオンラインor対面でキャリア形成のための個別相談会を実施

I企画･準術中lピアラーニングfOrやよいびと

ロールモデルとなる現職の班紋授や購師、PIを登録（学内・学外問わず）

→助敦,研修医,院生など女性研究苔から広く参加希望省を募菜
→臨床医学・皿礁研究・稲議篝犠々芯分野の「ピアラーニング」を実施

１
１

新規採用 従来:人物/研究業績/教荷業績の評価/ﾌﾗｽﾌﾗｱｸﾀｰ
プラス

｢後進女性研究者を指導する能力」 を評価

､の圖献j堀所属部署における老手女性研究省の業績・研究賢猫得への貢献腰

従来：人物/研究業績/教育業績の評価/プラスファクター

・格 プラス昇進・昇格 プラス

教員評価制度の評価結果・国際活躍業績を評価

女性研究者膏鰯や研究環境整備への薗献膜
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（1）上位職への積極的登用

③オープンイノベーション講演会・交流会の実施

〆 、（1）上位職への積極的登用
■■■■目＝

・滝画 付属研究施段のひとつ

■輯先鵡生命医科学センター(TWlI's)

③(尉懸煮魏鰯溺忌i,,)
が師年実施りる

′
↓

娃了後の共同研究成東W*唾越ぞ

函『オープンイノベーション
眠演会・交遼会j■γ“

､園，鰄鯉要鰯鶴）
のりl究愈欲をかき立て、

新たは先蟷医学・異分野殿合研究の
側妬につなげる

…

偽毎 ■■〃の■項

a 寅京女子僅制祥 、

邑沌 唖

囲需團園①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進

②学長指名推薦による女性教授登用
、
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オーブンイノベーション講演会・交流会の実施

瞳
I 先壁“科学ｾﾝﾀｰ
l 貧毎寧宰判輌寅扇

１
１

！
…＝＝＝璽了官＝

､帰発鰯翠耀蕊w－U
･ 1 1 ■■■ l■■■言一

鰯 世界レベルの人材冑観と

先■庚糎開発
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）上位職への積極的登用

オープンイノベーション識寅会・交流会の実施

（1）上位職への積極的登用

③オープンイノベーション講演会・交流会の実施

第1回オーブンイノベーション講演会
令和4年1月24日オンライン開催約50名が参加

【医寧甑学型参加者の声
～診加者アンケートより～自分で白分の銀界迩定めて1級なら芯い

のだと考えさせられました． （81鰯）

【女達医飼 鋤魯に学び綾ける一方で、心の中には
高惜先生の「自分で阻界を作ら 熱い夢を大串に持毎たけ．自分を信
雄いjというお望竃に大変悪路 じ、熊謹であれ実現しようと一歩蹄み

第2回オープンイノベーション調演会

日附：令和4年8月4日（木）18：00-19t30

オンラインにて1III他いたします。

演者8
番嶋嘉子先生
（栗京女子医科大学外科学鵬座下部澗化筒外科燃廃

メディカルAXセンター副センター昼）

小林英津子先生
（東京大学大学院工学系研究科輪密工学科ﾉ鯖匿工学“敏授）

L旦璽 1－－￥一喉｡1-

■ 一韮■~申奄奄り a ＆ぬ函偽砂証勺句

測▲沮巳電令＝』一四缶

'1世鯛働衷負 -

.,‘…."‘…...".."“吟『ビジョン思町のすすめ』

Lb

r夙贋房を華毎とサスティナブルメディスン』

翻
心軋危托趣…・卸?■…亜

'齢ルヂィ…ｼ■ﾝ
4判ロ些典冠.巫滝心碇負圃･ロ迅宮与曳E…－qb甲命“睡亀竃.込幽唾､.“寅り皇匡‘

を受けました. （中曙〉いくつ 出すことの大切さを確漣できました.
に趣って己硯究が瞬けられるん b叱りターニングポイントに牡ったと
だという勇気をもらった気がし 実慰じています．
まず、世界で活躍する先生方の

お鴎を逼接伺うこのよう啄機会 演者：を頂き賎謝中し上↓ﾌ室す．
小林真里先牛
（東京塵工大特任准教授）【雄研究者】

女性研究者としてのキャリア形
成につしもて諸むことも多いが勇 童f霊諏枠牛竺＝

（東京農工大糖任准教授）
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I 曳性医繊人キャリア形成センターHPIして
参加申込み受付中です”是非ご､参加くﾉ：さい。

ー～手一一一一－

高橋政代先生
（株〒燈今社ビジョンケア代表取綺役社長、眼科医）

気をもらえた．
tH'
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（2）研究力向上、リーダー育成

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」

、〆 （2）研究力向上、リーダー育成

…

■町工･■■と“ロ

■■■■巳璽

渇'四

一良

③

付臓研究施設

先鋤生命医科学研究所(TWlns)

メディカルAIセンター(MAC)

研究推推･センター と連撹

a 栗京女手匿料大挙 ■

範

囲
↑
帯

唖

一
種
鐸
需》

囲
命
蝉

掘■

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」の支援 園
、 忽

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

③保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

女性研究者が主体とはり
唖蝿医学と臨床工学の珊遅つばぐ

医・工・理の「架け橘研究支擾金」

守新股､学内の女性研究者の

脈たな先蝿医学・異分野賊合研究の

、妬につなげる
I
寺

研究蕊績を上げた女性研究者は

「次世代架け橋指導者」として
L‐ 後沸商成に穆画 一

》

２

醒

團

》え ＝Twlns

隻垣空＊■科詫ンター
狸●曲毎脚γ騎訴

一理■…司孜
JW才募アイ“カリ心、うム
〆アリn群ノベーシ■ンヨがヨトu一

、

ノ

鰯
L 」

世界レベルの人材冑成と

失鎚腰竃聞発
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(ざ墨撫'難副職…翼"］
「架け橋研究支援」の実施一令和3年度乗け催研究支援金採択郵名一

」i I
間谷佐智子助敦先鎚生命医科学研究所

『生体外ヒト腎伍杏モデルに向けた
画オルガノイドの血曹磯窒化j

師蹴
篭埋忌子准講踊州斗学分野(下謬消化壱外科学分銅I 金谷萌子助教生理韓睡(神経生理学）

｜
『手術室での語合現実･壷儀の投影と

｜蟻r割
訶耀境の拾藷共有による識支援-J

畷f霧認

（2）研究力向上、リーダー育成

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」の支援

、〆 （2）研究力向上、リーダー育成

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」の支援

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

③保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

ノ

抵択闘狸位・所属を庇匪 ・I

、

ノ

（2）研究力向上、リーダー育成

バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

（2）研究力向上、リーダー育成

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

「国際共同研究支援」の実施一令利3年腰圃照共同蜘究支媛”恨宿3名一

石郡峻子敏授・屋幹分野便 河村(中山)踊子助牧 凪幸世肋牧
蜘当蝿…学･彫鰯諺癖） 生理韓鯉例斬牛蜂） …境･船稲医学醍

呼･岬医学湖I）

『単一造血駒唖における 『スl､レスによる 『アフリカ辺境地胤にあける崇蚕
サイトカイン応苔性鯛折」 視床神蛭回路の改昭』 不良α源因とリスク妾因(嚇明』

fan91e唾lIbDzeds地1V劃$of ISI唾舞-1fxj掴“｡『句T”d曲ngDf fDEt画、8,噸u職②use$and『鉢
hQ2m回tcp◎4““t匂n唾NUE沖on$etD 『画』『”mdfQj噛廿btl唯錘71”rV f勘do踊域IT画､uじ01t”1，m⑤『912画l
CVt政、喧鎮9rmng｣ !Im'amuSj S;X6WHEH1

コレージュ・ド・フランス．8N…，
ｼﾝ助ﾎｰJ咽血大平との呉局鍋究 バリ文丘朗碗大平との繋句研克 ｹﾆｱq壊遼宇研冗所・ケニア侃封局､”シトケニ誌学．“大学梓どの貫風醗寛

学生国際交流活動ですでに活用しているデジタルプログラムを里舘として

海外の複数の大学と共用できる研究用デジタルプラットフォームを描築

メンバー大学間で安全に研究ノウハウやデータを共有し
研究効率を促進、国際共同研究を活性化

国際共同研究中もしくは経験を有する女性研究者：国際交流指導者を中心に
新たな国際研究交流を増加■■■■■■■■

鰹

心
~
測
晶 崎

デジタルﾌﾗﾂﾄﾌ亭ﾔーム

雷雲毒；
~ ~ ~~~ ~ ~~

齢鯉謹望支媛種受けた報蛎詠雛蛎際交流指導者として後進育成に参画
アパターロポット「t道mIl 2 ※擬傾聴の蝋価 所蔑を記馳r4
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（2）研究力向上、リーダー育成

バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

（2）研究力向上、リーダー育成

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

研究用デジタルプラットフォームの構築

XR空間|(XRCC)碇用いたハーバード大学との国際共同研究のキックオフ

アバターロボットを使用するためのデジタル環境の構築
アバターロボットItemi」を使用して、シンガポール国立大学の国際共同研
究者(D[LeeHui,DIzSpencer)が本学のラボを視察 （令和4年1月）

一ディングを実施（令和4年2月）
k←＝

L

~
~

Ｉ
ｉ藍

､I噸……~
石津綾子牧授.”↑分w順

§１
《

、
。【

』
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癖
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七Ｊ
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妬雫

’
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‐_一___…皇具____
……_ー…_一皇…皇蝉↓ 先蟻生命医科学研究"i 。

”1剣学鋼罷北原秀治特任M蛾旧師hMM学細
アパダこびKツト『mmi」

長坂安子教捜.基鮒分ｻf長 森脇翔太醒帥
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［
（2）研究力向上、リーダー育成

保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築〆 、（2）研究力向上、リーダー育成

学内研究施設のひとつ

メディカルAIセンター(MAC)I[ ｢AI研究インターンシツプ制度」を新設
↓

AI研修、鵬習会参加機会を提供（学内女性肌究省には参加賀一部彌肋）

広く学内外の女性研究者(16I(ザ'1や為7研究街、隆帥、緬猛脚を含む）
の研究意欲をかき立て、新たは先端医学・AI研究の開拓につなげる

MAC｢AI研究指導者」 IL帥箙し新たにAI研究を開始する女性研究者を増加

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」の支援

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

③保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

|支鶴壷受けた女蜘究ゞとして後巡、 ノ

［ ［
（2）研究力向上、リーダー育成

保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

（2）研究力向上、リーダー育成

保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

｢AI研究スタートアップ支援」
岩下華子淑鋼師図際項塊･熟帯医学隅座

1
（回曝塊境・船粥医学分野）

「ノコードディブラーニングを沼用し足
ケニアにおける住民勧加型マラリア激介蚊対顔1

の実施

一令珊3年度AI研究スタートアップ古涯全
採択者3名一

「AI研究インターンシッブ制度」の創設 一.霧、
七

撰溌 |§欝獺．I
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2ｩ ＝吾.華

唾●台早－98母■い巳？g暉寸6
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合和4輝調

↑アノテーション演習会
（4名参加）

|騨溺F職鍵1
河合萌子助教鯉科学鋼唐眼科学分野

『■繊学認を利IVlしたデータクラスタリング』

ノ

令和4年2月

第】向匠殿．ヘルスケアAI鋼演会
（98名参加）

・侭醗恥の瞳位・所産を醒跨

~
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（2）研究力向上、リーダー育成

保健医療分野におけるAI研究インターンシツプ制度の構築

〆 ~、（3）ダイバーシティ研究環境整備
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「Aｴ講習会、研修会

参加変補助制度」の創設

女性研究者が自らの希望するプーマでAI研究

を開始するための恥本知職習禰催会を増やすこ

とを目的とし、AI研究へ参画を希望する女性研

究者が、学内外のAI洲習会や研修会等に参加す

る場合の参加衡用を袖助

①学会参加時の託児費補助制度の新設
および休日一時預かり保育制度の整備

②実践的介護援助体制の構築

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大

ノR3年度4名支援

現在R4年度申請受付中

]2

、

’

１

ノ

）ダイバーシティ研究環境整備

①学会参加時の託児費補助制度の新設
および休日一時預かり保育制度の整備

3）ダイバーシティ研究環境整備

①学会参加時の託児賀補助制度の新設
および休日一時預かり保育制度の整備

灘 |総窪聯渉，
;函･…⑰▲■R毎軍鉾ﾋ嘘ﾝう

Z…謡鑑識譲悪＊
1 ．G弾e■津守~心一一動茜"＝ー

懲恋嘉毒蓋恵詞
墾警謡蕊

…

〕志すr
f動

｢育児・介護に関するアンケート調査」 ｢学会参加時等の託児費補助制度」

の創設

国内・国際学会地方会・剛究会研修会等

（オンライン含む）に参加する商児中の

本学女性研究者が、託児リービス（ベビーシッ
ター、 時預かり保爾、ファミリーリポート、学会の

託児サービスなど）を利用する際、

その駕用を部または全額揃肋

（対象となる子ども1名につき1万円/1回まで）

レ
サ

レ

I
E

令和3年実施
東京女子医料大学全教壇員を対象に

育児・介護に間する現状やニーズを閏

ぺることを目的としたオンラインアン

ケート調画を実施

[回答期間]令利13年12月15日
～令和4年1月5日

[有効回答数]1,796名／6,082名

[回収率]29．6％

令加元年12月
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現在令和4年度申請受付中

第1回介譜に間りる全教職員対象アンケート調査崎の回収率：11.3帖

YourAttentiontoYourOwnlnnovation!~ ~ ~ ~~
3）ダイバーシティ研究環境整備

①学会参加時の託児賀補助制度の新設
および休日一時預かり保育制度の整備 、〆 （3）ダイバーシテイ研究環境整備

保育園利用者の利便性と保育の安全性の向上のための、

熟薦:,繍鰯黒黒蜜霧′⑤
することで、利便'I'tや事務作業効率を上げ､安全な ′喫ミー
保育を提供する。 ．.~． ノ

①学会参加時の託児費補助制度の新設
および休日一時預かり保育制度の整備

②実践的介護援助体制の構築
一

保育満足度とﾆｰｽ把握のための尋ご:乏臺蕊利用者アンケート実施
③研究支援員制度における対象者範囲の拡大

、 ノ保育園利用者に定期的にアンケート測査

を行い、状況に応じた保育の僻供を検討

する。

やよい侭冑麺¥蝿画アンケート
…垂■幸－ c －
Cm今＝山一＝T由 なｰ

二一郵
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令和3年

東京女子医科大学・大学病院に在籍する全教職員対象
介護の現状やニーズに関するアンケート調査結果より

令和3年

東京女子医科大学・大学病院に在籍する全教職員対象
介護の現状やニーズに関するアンケート調査結果より

Q仕事と介護のバランスはどのような形が
望ましいですか？

あなたは介護をしていますか？

もしくは、していましたか？

現在介護中＝合計134名

Q

仕事と介護の両立を希望＝約7割

●仕顎を紬けながら、適切献支掘七受けて
什恥と介護を両有していきたい

●現在介懇電している

●過去に介醗をしたL二とがあり、いった
んその介護が終わったのち、現在また

介護をしている

●過去に介護をしていたが、現在はして
いない

●仕事は続けたいが、できれば介誰に卿念
したい

●仕事は辞めて、介盤に瀞念し疋い

●介譜は家族や施餓ぷど周りにまかせて、
仕事に専念したい

●わからない

｛
●介護をしたことはない

約8割は介護未経験

1b名
0．0明

参考令犯元年股アンケート結果：東京女子医大雑話91(4>:205-218.2021
学佼濫人索京女子医科大学叙瞳員における介譜の現状と課題：介毒に間するアンケーI､鋼面結梁から

）
令和3年

東京女子医科大学・大学病院に在籍する全教職員対象
介護の現状やニーズに関するアンケート調査結果より

3）ダイバーシティ研究環境整備

②実践的介護援助体制の構築

Q現在もしくは将来の介護に
どの程度不安を感じていますか？

■齢内榔孟勤のしくみ
一

騨溌…
）
の

「ちよをつと介護

見守り支掴」勤遇凹犠告

厩3

ウ["'wﾂｰ ] f 旧しQ9
|蹴織C』

」＝

●あまり不安はない

●まったく不安はない

●わからない

○月C日の側、

過侭の付g添いぞ
芯蝉Iしたいです

工事射掘も合毎電

参Z令和元年度アンケート結果？東京女子医大雑誌91(4):205-2ﾕ8．2021
学咬法人東京女子陸科大学牧丘日における介護の現状と諌題：介護に鹿するアンケト調情緒梁から

F…,鑓迩遷轡“の真塾い…可

令和3年

東京女子医科大学・大学病院に在籍する全教職員対象

介護の現状やニーズに関するアンケート調査結果より

令和3年

東京女子医科大学・大学病院に在籍する全教職員対象

介護の現状やニーズに関するアンケート調査結果より

Qどの程度の利用を希望しますか？Q 「女子医大ファミリーサポート」に介護見守り支援が
導入された場合、利用（登録）したいと思いますか？

〆 1
｢毎日～数日おき」が最多

、書録したい＝524名

●居住地が対象地城（大学近隣）
であり、利用（登録）したい

●居住地が対象地域かどうか確認しノ
ー上で、利用（登録）したい

（個別梱醗が必要です）

●将来的に利用（奪録）したい

に”rノ、 希リ砲k豆震ⅨノUｸｰl

●居住地が対象地域かどうか｛
‐Lで、利用（登録）したい

（個別梱醗が必要です）

理将来的に利用(登録)した！

●毎日

●週に数回
4Z名
(2.3％）

月に数回

●利用（登録）する予定はな（

●わからぱい

●分からない

●状況による

●場合により回数を決めたい

●現時点ではわから厳いノ
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戸

（3）ダイバーシテイ研3

②実践的介護援助体＃

、

「ちよこつと介護見守り支援

サポート会員登録希望者を募集、

説明会・諦習会を実施

令和4年1月Z8日事業説明会

2月18日介護講習会

2月25日介謹実習

）ダイバーシティ研究

■
YourAttentiontoYourOwnlnnovation!

環境整備

②実践的介護援助体制の構築

「
、（3）ダイバーシディ研究環境整備

①学会参加時の託児費補助制度の新設

および休日一時預かり保育制度の整備

②実践的介護援助体制の構築

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大

ニノ
令和4年4月より本格始動

依頼会員募集中
“

サポート糎供会員の皆さんと

ダイバーンァィiﾙ究1竜蝿乳.現'「 ／ﾉﾉﾌ･イブ（先端型） 2022/7/30
令#113嘩曜報(ii

3）ダイバーシティ研究環境整備

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大 グローバルヘルスリーダー育成と

更なる女性登用

｢YAYOIプロジェクト」

「男性研究者の支援枠」設立

育児/介鮭により研究ペースの紺持が困剣増

男性研究者1名を、害蛾謡盃・ I繭掻播盃で

公正に選抜し、 1年間研究支媛員1名を配属

する費用を負担

令和4年度募集終了

ﾛ5年度は10月より募集予定．“

YAYOIプロジェクトに

ご協力いただいている皆様(順不同）

MPFU事務局

株式会社NTTドコモ

株式会社スタージェン

ユニファ株式会社

NPO法人子育てネットワーク．ビッコロ

パーソルテンプスタッフ株式会社

株式会社スタッフサービス

角
心,や￥

筋

一

一

■■■

32



|｜ 事業報告① ‐上位職への積極登用一

女性教授割合の拡大状況

平成28(2016)年に採択された「ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（特色型)」では、女性

教授率30％を目標に様々な取組を行い、令和2(2020)年7月に特命担当教授（将来の教授候補者）を含

めた女性教授率31. 1%を達成しました。

本事業では特命担当教授を含まない「女性教授率30％の達成と維持」を目標とし、OECD加盟国に匹敵

する女性教授比率の達成を目指します。

【教授の女性割合と在籍数】

鵠
一
睡
一
噸

女性割合

26．7％

27．2％

女‘|＃

36

34

馳
一
的
一
例

令和3(2021)年11月

令和4(2022)年5月

事業開始時

事業開始後

女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進

女性教授比率の向上に加え､次世代の女性教授候補者層を厚くし裾野を広げるためには､女性准教授・

講師を着実に育成していくことが不可欠です。優れた女性教員（女性研究者）に対し女性准教授・講師

昇進昇格を積極的に実施し、女性教授比率30％を今後も維持していくために、これまで30％程度に留

まっていた新規採用も含めた女性准教授比率、講師比率をそれぞれ35％、40％とする目標を設定しまし

た。本学では「ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」の一環として令和2(2020)年度

から教員評価制度が本格的に始動しており、適切な評価体制が整っています。また学祖吉岡彌生先生

の精神を受け継ぎ、社会のリーダーとしてより良い社会を作るために活動することを目指す女性医療人

のための組織「女性医療人リーダー育成部門」の本科生・登録生制度構築により、層の厚い人材育成を

行ってきたことから、本事業では女性准教授･講師に関する学長指名推薦枠を導入、さらに看護系教育・

研究職についても（特任教授、特任准教授に相当する）女性上位職の枠を新たに導入することで、女性

教授候補者の層を厚くし、女性上位職の裾野を拡大します。

【准教授・講師の女性割合と在籍数】

准教授

-F

講師

女性

割合

女性

割合
女‘'4 合計 女性 男''4

三
一
側

へ
ロ男'|fl

令和3(2021)年11月

令和4(2022)年5月

90 123 335% 52 103 155

85 117 34.2% 51 98 149

11ﾄ業開始時

事業開始後

26.8％ 33

27．4％ 32
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◆学内女性研究者を対象としたキャリアアップのための実践的な個別アドバイスの実施

「ピアラーニングibl､彌生人（やよいびと)」演者である現准教授・講師をメンター、参加者をメン

ティとした個別アドバイスを実施しています。“女性研究者のキャリア形成'，や“ライフイベントの乗

り越え方”等、ピアラーニングの延長としてメンティの希望するテーマで身近なロールモデルである

メンターと科を越え自由に交流できる貴重な機会となっています。令和4(2022)年度は希望者2名に

対し、個別アドバイスを実施しました。

◆現准教授や識師をロールモデルとした「ピアラーニング(X)lbr側生人（やよいびと)」の開催

特色型で教授昇格を目的として行ってきたピアラーニングの「准教授・講師版」を「ピアラーニン

グlbr彌生人（やよいびと)」と称し、様々な分野で企画・開催をしています。この「ピアラーニング

fbr彌生人（やよいびと)」のネーミングは、本学が輩出してきた多くのグローバルヘルスリーダーを

ロールモデルとし、これを目指す志を持つすべての女性研究者を「彌生人（やよいびと)」と総称する

ことを由来としています。令和4(2022)年度は4名の女性研究者にご講演いただき、希望者に対して個

別アドバイスの場を設けていただきました。参加者からは、 “今後どのように進んでいくかの指針に

なった"、 “自分のキャリアプランを見直す手掛かりになった”等の感想が寄せられました。

年度 日付 講師 参加者

令和4(2022)年度 令和4(2022)年9月28日 赤穂理絵准教授（精神医学）

石垣景子准教授（小児科学）

9名1

2 令和4(2022)年12月19日 ｜井坂珠子准教授（呼吸器外科学) | 4名

令和5(2023)年2月22日 丸山千秋先生（公益財団法人東京

都医学総合研究所脳･神経科学研

究分野脳神経回路形成プロジェ

クト・プロジェクトリーダー）

5名3

◆「彌生人（やよいびと）メンター・メンテイ賞」の設立

優れた指導の結果、女性研究者＝メンテイ （医師・看護師･non-WIDを含む）が高インパクトファク

ターの雑誌に筆頭著者として論文掲載を成し遂げた場合、指導に当たった研究者＝メンター（医師．

看護師･non-MDを含む） と当該メンティのメンター．メンテイペアを対象として、両者を表彰する

「彌生人（やよいびと）メンター・メンテイ賞」を設立しました。令和4(2022)年度は、 4ペアが受賞

し、令和4(2022)年11月2日に授与式を行いました。

一陣

一一一司I
Ｉ
’

’東京女子医科大学~一 ＝
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、､

’
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～

ロ

お

＝
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～一奇再一一菅
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メンティ：橘田綾菜助教

(八千代医療センター整形外科）
削
制
塀

メンター：岡崎賢教授・基幹分野長（整形外科学）

■(授与式代理出席：岩倉菜穂子講師）

: :．‘聯. ‐ ．…q
『仁一ｷｸ 一 也

メンティ：菊池麻美助教 眼
捌
到
到
判
削
倒
削
制
〕

(足立医療センター脳神経外科）

メンター：久保田有一朝受

(足立医療センター脳神経外科）

句

メンティ：武藤友香栄養士（栄養管理部） 一一~尻－万.一一．誌毒 1
－

I
メンター：永田智教授・基幹分野長（小児科学）

ml~ ~ ~

落合萌子助教（膠原病リウマチ内科）メンテイ

メンター：田中榮一准教授（膠原病リウマチ内科）

際

…銀
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舎 今 も '9 4. ＋ ÷ 寺 十 令 か 今 ◆ ÷ ◆ 中 心 令 十 + 抄 C ● 今 ◆ ◆ ● 4

～「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」講評～

女性医療人キャリア形成センター副センター長齋藤加代子特任教授

令和4年11月2日 （水） 15時より第1回彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞授賞式が行われま

した。応募者は10組で倍率2.5倍の難関審査を4組のメンター・メンテイが受賞なさいました。

本賞は、指導に当たった研究者（メンター）と当該メンテイのペアを表彰し、メンテイに対して、さらな

る研究を支援するために研究助成を行うものです。4組の受賞者に対するコメントとして具体的には、以下

のような講評がなされました。

・今回の応募論文を含み業績を積み重ねてきており将来有望な若手である。

・メンターの支えもあり、長期に亘って研究を続けた成果の論文であり多数の症例をまとめた学術論文で

ある。

・実務に埋もれがちな業種であるが、メンターはメンテイのリサーチマインドを発掘し、 IFの高い雑誌の

原著論文として掲載された。

・メンテイのライフイベントの中で7年越しの努力とその指導、近年、メンテイが継続的な実績を上げだ

したことが評価される。

いずれも努力を積み重ねたメンテイとその能力を引き出す優れたメンターのペアでありますも

引き続き、次回のメンター・メンティ賞に多くの方が応募してくださいますよう、そして、医療・医学へ

の学術的貢献により本学における研究レベルの向上を目指されることを願っております。

+ ● ◆ ● 十 十 寺 十 ÷ ● + 十 ◆ ◆ ● ◆ 令 ÷ + ＋ ◆ ● + ◆ ◆ ◇ ◆ ◆

学長指名推薦による女性教授登用

国内外において優れた実績のある女性教職員（医師以外の女性研究者も含む）の上位幟登用を推進し

ています。 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」において、これまでの「上位職への

積極登用」の行動計画ではプラスファクターおよび特命担当教授任命制度により教授昇格者数が大幅に

増加しました。令和4(2022)年度は、教員評価制度の高評価に基づいて学長指名推薦を受けた女性教授候

補者が、第三者評価による公正な教授選考委員会の選考を経て、 3名が教授に任命されました。 （令和

5(2023)年2月1日現在）

・西井明子教授（統合教育学修センター基礎教育学）／令和4(2022)年5月261｣付

・清水優子教授（医療安全科）／令和4(2022)年9月29日付

・飯嶋睦教授（脳神経内科）／令和4(2022)年11月1日付
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オープンイノベーション講演会・交流会の実施

リーダーシップを発揮し異分野を繋げて未来の医療を担う女性医療人「彌生人（やよいびと)」の育成

には、医・工・理含めた異分野連携、異業種連携の場が不可欠です。本学の医学系・理工系融合研究施

設である先端生命医科学研究所が主催する「バイオメディカル・カリキュラム」 （以下BMC)は、学内の

みならず外部の企業、研究所、病院、文系大学など異分野・異職種からの参加希望者を対象とした医学

全般のリカレント教育コースであり、医学・生命科学と理工学の先端テクノロジーを融合した新しい先

端医療の実現に貢献する幅広い人材育成と研究・開発の実践を目指しています。既に50年以上の歴史

を持ち修了生は2000名を超え、医薬品・医療機器分野の他、化学・材料分野、食品分野、情報・通信分

野、出版分野など様々な異分野業界の第一線で活躍する人材を数多く輩出しており、中には女性も含ま

れています。

本事業では現在活躍中のBMC修了生（女性を含む）によるオンライン講演会や交流会を実施し、広く

学内外、国内外から女性研究者の参加を促すことで、女性研究者を中心としたコミュニティの形成、活

性化を推進していきます。

◆第2回オープンイノベーション講演会

日時：令和4(2022)年8月4日 （木) 18 : 00-19 : 30

方法：オンライン

演者：番場嘉子先生[外科学講座(下部消化管外科学分野)講師、

小林英津子先生［東京大学大学院工学系研究科教授］

参加者：約35名

メディカルAIセンター副センター長］

~、ー凸 エー印 軍令男増進…哩幸 一一~ 竜一閏 夕銅宇jー…

37



◆第3回

日時：

方法：

演者：

オープンイノベーション講演会

令和5(2023)年1月26口 （木） 18：00-19：30

オンライン

北奈央子先生［株式会社ジョコネ。代表取締役、NPO法人女性医療ネットワーク理事］

新井郷子先生［東京大学大学院医学系研究科疾患生命工学センター分子病態医科学部門

准教授、一般社団法人AIWI医学研究所副所長］

参加者：約35名
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●上位職への積極登用の取組リーフレット

◆第l 1glピアラーニングforやよいびと ◆第2回ピアラーニングforやよいびと

』 輔郷騎繋鯉騨蒋数謡撚蕊表裏錘矛，
C

受付鐘切‘

9月21日(水）

YourAttentiontoYourOwnlnnovation!

L‐

ピアラーニングforやよいびと
～第2回開催のお知らせ～

ピアラーニングforやよいびと

第1回開催のお知らせ
函
唾

2022年12月19日(月)17:00～18:O0

Zoomによるオンライン開催
※後日のDVD貸出やオンライン視聴はございません

、、

凧
東京女子医科大

綱師・助教を

女性医師等3

g2022年9月28BI17:00~

9Zoomによるｵﾝﾗｲﾝ開催

する

…東京女子医科大学に在籍する講師･助教を含む全てのノノ

女性医師等女性研究者
大学院生､非常勤の方もどうぞ！足立､八千代からのご参加も大歓迎

一
■
■
●

勘a
|~忍ﾃｰ】

偽 演者の先生と自由にお諾をしながら、

ご自身のキャリア形成のための

ヒントを探ってみませんか？

例えば･･･

●立子医大でがんぼろメリットは？

。且うやって;盆教摺に慰以ましだか？

ダィバーシティ環境整備事案推進這
副室長

西井明子先生
（岐合較育字修センター長､教授）

番場嘉子先生
（珊化器･一般外科旗饒》

ご．自身のキャリア形成の

演者

1句

もご‐
石垣景子先生

(小児科准較授）

赤穂理絵先生

(神経鯖神科准教授）

演者の先生と 左Z

呼吸器外科准款授

井坂珠子先生
‐ﾀｲﾊｰｼﾃｨ煽現婆僑嘱豪攪過雨醐画長一

ﾛ囮囿ロ繍含教寅掌修ｾﾝﾀｰ長､蝉刷化冊.-勉外晒創
西井明子先生 爵喝語手先生

●女子医大でがんばるメリットは？

●どうやって准教授になりましたか？

… 函麺麺1畠且“卿
女性疾療人キャリア形成センター 下腿QRｺｰﾄよりお申L'込みください。

ダイバーシテイ環境鑿備事業推准毒

鍵TEL:3353-8112噸30166

側AIL:信甜接-h布④twmuロユざF

URL:http:…t…12霊ipﾉpen“rノ

、ヤダ‘(鐸‘…嘩製…ﾃｨﾌ‘…,』の一惠として実議し雲，
本イベントば文巴科学省叫字“人輔育成貴“事桑

●ワークライフバランスについて、どんな毒えをお持ちですか？

可

L

お問い合わせ

女性医療人キャリア形厩センター

ダイパーシティ礪埴魯働事象抱准密
TELO手33錘-8112内綿”8“

MAIL…bmatw皿準Jp
U恥htmw…t…』麺jpgG咽勧
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◆第3回ピアラーニング「Orやよいびと

fourAttentIDntoYourOWnInnnvaiiL,『0』

*★★ ☆☆★

ピァラーニングforやよいびと

－
１

[珊悩日時］

[恥催方法］

[対蒙］

競謹薯鋭,認｡ 【…】
X技日⑩DVD貫き…億口ございエロん

東京女子医科大学に在籍する講師･助教を含む
全ての女性医師等女性研究者

☆研究で一旬曇しいこ増u旬ですがへ
~~~ ~ ~~~~~~~

“鰯先生と自由におまをしながら

ご自身勿キ1,リア形z乳勿だめの

ヒントを譲ってみ表せんか？

［進行]態扁熟鰯畠行］鷆扇為識

☆細矢呈号主抽了邑上で文事にしてL,ること陞？

★ワーク弓イフパラゾスにつ↓､て.…考えをお吟言ですかヲ

★長薙にbた8蛎究を窟↑ていく上で必要空とu?

懸.唾亀慰副…ﾝ－厘瞳
奉多血子三豊 日駆朗子go室長

濁化器聿外個劃騨
込角許g唾長

q 大学潅箪非謬の方もどうぞ!足立､八千代からの李輔も大歓迎! D
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◆彌生人メンター・メンティ賞

偏れた研究粥獅の鞘果、女性研究君国メンテイ（庭師､畠惣師．mn-HD世含む）が顛倣昔徹として

鏑文棚範髭血し避けた喝合または筆触演者として学会発表等毎了った娚合、渦騨に当彪つ雌研究圃蘭
メンター（際脚．衝睡卵．、0,-卜1,と含む．男女問わず）と当該メンテイのメンター．メンテイペア
を対欺として．間省牡蜜影する「調生人（やよいぴと）メンター．メンテイ夷l純0汀しまし健．

9呼令池$I嘘文砺押徹科学}鋤人甘何成既鞭肋細

やよいびと

畑咋｛ 血判F ｐ

、

Ｌ

届

Ｐ

け

Ｌ

、

ｒ

ｒ

員

邸■祭仲《メンヂィ剣輯）

◆東京女子医糊大字に在鯖する重性“癖女性研究畳(教授．非寓肋．大学院生は除く）

◆繊卿として傘支鵬膳了樋Z年間は本字に在inすること

◆噂に哩，所周長の弼可を銀とする

◆年齢制眼ばし(尾だし45騰固膜までの若手女性號究香を侭先する）

シヂィ対輯】

メンティ賞彌生人メンター.
~
~
~
~
~
~
~

募集11 ■幽取 ’
8鉾文曾擾のある論文でメンティ対敷石が遍頚壱呑めもの【英文．唾いずれも可）

】字金発曲メンチイ対象言が芦鋤左香として発窪したちの(ロ滴､ポスタ－いずnも可)

函魯鏑

叩酬曹.届哩璽厘,亜隅副R陛､麓文別別(当該年農と前零揮択鈴文のうち1曙を轟蚤対敵とする）

湫た1ﾕ学会抄腺（肖盤嫁屋と髄年度の善発表のうちひとつ） 偏巾鏑寓【メンティ】にま$て良入

更なる研究力向上の機運を高めることを目的として
【爾生人ﾒﾝﾀｰ･ﾒﾝﾃｨ賞】を設立します！

メンター＆メンティペアを表彰し､ﾒﾝﾃｨに対して研究助成を行います

1ペア上限金額50万円一"〃

．

■

画

■

■

一

右癖◆■

1ペア上、金俄s0万円･年度職り歴し不可

上

夷魔要項や肝湿はオモテの｡Rコードよりご砿腿ください

■里人(やよいひと

メンター・メ

メンデイAさん
賦戦しの官倣碩究旬b
凶・⑥田口‘…｡M、‘

I…癖縦■廊口白四品＆
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東京女子匪科大学女舞腰療人キャリア形成センターダイパーシテイ琢塊鷲備事栗推進麺

MALtd色伽､＠伽可Tm.“jp

識
TEL:C調溺3.811Z（内線)ﾖ01“
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※詳細鮭舘K源L又{簔記QRｺｰﾄよりﾎｰﾑﾍｰｼとご寛ぐださ↓，

メンターBさAj当
(歓授．＆紋幾、損瞬b
鶴メンターは、昨fjOド
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◆第3回オープンイノベーション講演会口◆第2回オープンイノベーション講演会口

守

■■■

、

本多祥子［ﾀｲﾊｰｼﾃ罫環填蓑便事実担参亨異鞭倖1噸榊畔分子影鱒字今野)唾鞍塞

講演会・パネルディスカッション識

g
｢究極のAI外科医を作りたい

～進化する大腸癌手術～」

番場嘉子[栗京女子医料大学ﾀ､科学“(下甑.肖化香外‘拝今野)”、
メディカルAIゼンター畠jセ〆ター員〕

｢低侵襲手術を支援するロボット・ナビケーシヨンシステム」

蕊
小林英津子先生〔東京大学大学院工学興砺郊塑”］

パネルディスカッション

小林英津子先生、番場嘉子
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第3回

オープンイノベーション

回2023年1月26日(木)18:00~19:30

9Zoomによるｵﾝﾗｲﾝ開催(参加資繍料･嬰廟前申込）
燕Live配値のみ（後日の録画配信はございません）

風へﾙｽﾘﾃﾗｼｰと予防医学の融合
●講演会

『女性の活躍とへルスリテラシー」
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111 事業報告② ‐研究力向上とリーダー育成一

本学の研究力向上状況

本学女性教職員の科研費応募件数は例年コンスタントに維持されております。本事業では、女性研究

者の科研費等競争的研究資金の応募数30％増、新規採択率20％増、原著論文等10%増を目指します。

令和3(2021)年度に引き続き、 「架け橋研究」 「国際共同研究」 「AI研究」における研究支援を実施し、令

和4(2022)年度より研究力向上の新たな取組として、科研費採択支援を開始いたしました。

基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究の支援

本学の先端生命医科学研究所では20年前より独自の細胞シートエ学を開発し、これを幹細胞生物学

と臨床工学の架け橋として治療・創薬・疾患研究に応用しています。更には細胞農業を含めた異分野融

合研究も始まっており、今後の幅広い展開が期待され既に本学内の医学部学生や若手研究者の注目を集

めています。看護学領域においても、基礎医学研究の知見に発したアイデアを予防や治療、ケアのため

の技術・材料・機器開発に応用することで新たな研究開発分野を開拓できる可能性は大きく、本事業で

は、このような基礎医学と臨床工学の間を繋ぐいわば医・工・理の架け橋研究をスムーズに開始できる

スタートアップ支援などの体制を構築し、これに関わる若手女性研究者の増加を促進していきます。本

学には臨床工学と医学の先端的研究を行う研究施設として先端生命医科学研究所、メディカルAIセン

ター、研究推進センターがあり、基礎医学系研究室との長年の共同研究実績も数多く、架け橘研究の基

盤を有しています。先端技術に関わる研究開発を通じて、女性グローバルヘルスリーダーに欠かせない

倫理的・法的・社会的な課題についての知見を深めます。

◆「架け橋研究支援」制度の実施

架け橋研究スタートを希望する女性研究者を『架け橋研究支援金』により支援する制度です。こ

れにより、架け橋研究の促進と、架け橋研究に関わる若手女性研究者の増加を推進します。令和

4(2022)年度は5名が採択され、令和4(2022)年8月

『涛溌苧蕊Frl
に授与式が行われました。

・坂井晶子助教（循環器内科）
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-研究課題名「アンモニアPETによる微小血管

狭心症の診断から治療ストラテジーの確立」
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青木信奈子助教（先端生命医科学研究所）

-研究課題名「心筋組織における血管新生抑制性

制御の意義の解明」

蹄

ー

、

ー ー 平輔 早一 瞬一卑宰画一一守口 己 ‐竺野

番場嘉子講師（外科学講座下部消化管外科）

-研究課題名「大腸癌手術におけるデジタルツ

インを用いた3Dモデル作成と手術シミュレー

ション」
別
エ
酢

己 争津函再廓宰と

哲子酉望

金谷萌子助教（生理学神経生理学分野） 璋芦曾雰雫電…塚

-研究課題名「視床後内側腹側核における神経

回路改変の機能的意義の解明」

〃

Ⅸ

、

丑

酌

汀

辻真世子助教（呼吸器内科）
手一一も一

Ｉ

…

一研究課題名「個別化医療を目指した原発性線

毛機能不全症気道上皮培養細胞のライブイメー

ジング」

一雨 画 毎J 閂 氏 昴叩一
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◆「架け橋研究指導者」による「架け橋研究紹介ツアー」の企画

基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」を促進するため、令和3(2021)年度採択者が指導者と

して登録され、後進育成の役割を担っています。 「架け橋研究」を行う研究者同士の交流を兼ね

て、令和3(2021） ・4(2022)年度本支援採択者による後進育成活動の顔合わせディスカッション会を

開催しました。今後は架け橋研究開始を希望する女性研究者を増やすため、既に学内で進行中の異

分野融合研究プロジェクトを多数紹介し、それらの研究プロジェクトに関わる研究者と新たに参加

を希望する研究者とが相互に意見交換できる場「架け橋研究紹介ツアー」の開催準備を進めていま

す。また、架け橋研究担当責任者による勉強会を定期的に開催しています。

◆令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

令和3(2021)年度木支援採択者による研究成果報告動画をYouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。
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令鞘3年度研究室擾叫壇 択岳

研究成果報告

手術室での複合現実

画像の投影と手術環境の傭報共有による手術支援

灘醤場羅子

東京女子医大消化鋸･一般外科

研究成果報告
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◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信

研究希望者への情報発信ツールとして、 「YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足

し、学内研究者からの登録を受け付けています。YAYOIプロジェクト主催セミナーや各種支援制度の

案内の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。
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バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化

これまで本学医学部。看護学部では国際交換留学が盛んに行われており、世界の多数の大学との国際

留学協定のもとで多くの学生を送り出し、また受け入れてきました。COVID-19感染蔓延はいつ終わると

も知れず、このような海外渡航困難な状況下でも、既に本学では国際交流委員会が中心となり、海外留

学を目指す学生、研究者、医師、看護師を対象に、海外経験を有するまたは海外で活躍中の卒業生や教

職員からデジタルプラットフォーム上で経験談を聞き相互交流するプログラム「アナザースカイ」を定

期的に実施しています｡また看護学部においてはCOIL(CollaborativeOnlinelnternationalLearning)

を応用した国際教育プログラムが講義の一環として既に実践されており、長年にわたり学生交換留学を

実施してきた海外の大学とオンライン交流が盛んに行われています。

本事業ではこれら国際交流の効果を研究レベルに拡大し活用するため、すでに国際留学協定の実績で

信頼のある大学を含めた海外の複数の大学と、共用の研究デジタルプラットフォームを構築し、メンバ

ー大学間で安全に共同研究活動を実施でき、情報やノウハウを相互に共有して研究効率を上げるための

システム構築を目指します。これにより学内の海外留学・国際共同研究経験のある研究者を中心とした

新たな国際的研究交流の増加、国際共同研究の活性化を推し進め、さらに英語論文が採択された研究者

には掲載料の補助を行い、研究力向上および上位職登用への促進を図ります。

また本学の先端生命医科学研究所がすでに活用しているアバターロボットを利用することにより、国

内外の研究者が本学の研究現場に立ち合いディスカッションしたり、講義や研修を受けたりすることを

可能にします。既に本学の研究者と米国の研究者との間でアバターロボットを用いたカンファレンスが

試みられており、本事業ではその更なる利用拡大、国際共同研究活性化への貢献を支援していきます。

◆「国際共同研究支援」制度の実施

国際共同研究にすでに関わっている、もしくは新たにスタートを希望する女性研究者を『国際共

同研究支援金」により支援する制度です。支援対象者が国際共同研究に積極的に関わることで、新た

な国際研究交流の増加や国際共同研究の活性化を推し進めることを目的とします｡令和4(2022)年度

は3名が採択され、令和4(2022)年8月に授与式が行われました。

･望月牧子助教（解剖学顕微解剖学 形態形成学
鶴蕊謹鍵

哩

分野）
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，
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ｄ
‘
江
！
■
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ｑ
、
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も
汀
．
虻
画
面
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ｌ
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・
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-研究課題名

（和文）骨髄不全症における造血幹細胞のミト

コンドリア代謝機能変容の解明

（英文) Understandingthechangingofmito

chondriametabolisminBMFHSC

※セントジュード小児研究病院との共同研究 鱗E

…一一Fや唖一守一贋一甲牢”唖輔……坤軒”銅一喝一▽F…畠一一口や函…凶■…ザ
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･河村（中山）寿子助教（生理学神経生理学分野）

-研究課題名

（和文）社会性を欠いた生活環境下での感覚情

報処理神経回路の破綻

（英文) Disruptionofneural circuits int

hesensorythalamusunderlivinginsoci

al lsolation

※コレージュ・ド・フランス, INSERM,パリ文

理研究大学との共同研究
寂守 一切幸F巧鞆唖

･岡本祐子講師（内科学講座膠原病リウマチ内科 ｜;．::~…

謡

一 －一一~アー 一一一－

学分野）

雪-研究課題名

（和文）関節リウマチ発症ハイリスク者に認め

られるT細胞受容体シグナル変容

（英文) AlteredTcellreceptorsignaling

inat-riskforfuturedevelopmentofrhe

umatoldarthritis

※コロラド大学デンバー校との共同研究

~

雫
一

~~

◆「国際共|司研究指導者」による新たに国際共同研究を希望する者を対象とした相談会の開催

「国際共同研究」を促進するため、令和3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の

役割を担っています。国際共同研究を行う研究者同士の交流を兼ねて、令和3(2021） ・4(2022)本支

援採択者による後進育成活動の顔合わせディスカッション会を開催しました。今後は国際共同研究

経験者による講演会や座談会、相談会等の開催を企画しています。

◆「英語論文掲載料補助制度」の実施

国際的な研究力向上および女性研究者の上位職登用の機会を増やすことを目的とし、国際共同研

究の成果として国際学術雑誌掲載が決定した英文成果報告に対し、掲載料（論文・表紙掲載料、Web

掲載料、オープンアクセス料等）の補助を行う制度を実施しています。令和4(2022)年度は7名に支

援を行いました。

◆l型際共同研究用デジタルプラットフォームの構築

海外の複数の大学との共同研究を活性化することを目的として研究用デジタルプラットフォーム

を構築し、これを活用した国際研究講演会・交流会の企画を進めています。

令和5(2023)年1月21 日、MPUFXRCC(XRConferenceCloud)を活用した岡本祐子先生（本学膠原

病リウマチ内科)、高田秀人先生（米国コロラド大学リウマチ科)、 KristenDemoruelle先生（米国

コロラド大学リウマチ科)、北原秀治先生（本学先端生命医科学研究所）による国際会議を実施しま

した。
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メタバース空間を利用することで、空間内でスライドを共有し、対面での発表のように研究内容

を紹介し、ディスカッションを行いました。今後は定期的に、米国コロラド大学とのメタバースを使

用した国際会議を行っていく予定です。

馬･ ； ’
1ロ ー■

馬･ ； ’
1ロ ー■

霊

蕊震 P

竜

軽夢
画一

◆アバターロボットを使用するためのデジタル環境の構築

・カテーテル室での手技を海外の医師に伝達し意見交換を行うことを目的として、本学循環器内科

山口淳一教授・基幹分野長のご協力のもと、タイの病院(BangkokChristianHospital)とのTemi

通信テストを実施しました。今後も海外との意見交換や技術指導について検討を進めます。

令和5(2023)年1月12日に本学看護学部にて今後の国際交流を想定したtemiの実装を行いまし

た。telniを介して通常の授業のように臨場感のあるコミュニケーションを取ることができ、今後は海

外の研究者に向けた研究紹介や国際共同研究の場で実際に活用していく予定です。

◆国際的に活躍する研究者等による「国際研究講演会・交流会」開催支援

「国際共同研究がしたいけど渡航できない」と諦めている女性医師等研究者に向けて、国際的研

究交流や国際共同研究のきっかけづくりとして、また国内・海外で国際的に活躍する女性研究者等

とのネットワークを構築し、新たな国際的研究交流の増加、陸l際共同研究の活性化を推し進めるこ

とを目的として、国際的に活躍される研究者を演者として招聰した講演会や交流会の開催に対し、

開催支援（謝金支援）を実施しています。令和4(2022)年度は、石津綾子教授・基幹分野長（解剖学

顕微解剖学・形態形成学分野）主催のテキサス大学の吉本桃子先生による講演会について支援しま

した。
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◆女性研究者をつなぐリアルタイムコミュニケーションツール(Slack)の活用

女性医師等研究者の育成、研究力向上、共同研究の促進・活性化を目的に、オンラインコミュニ

ケーションツール"Slack (スラック) ''を利用した、本学在籍の研究者による登録制の開かれた情

鰕交換の場として「YAYOlコミュニティ」を開設しました。現在、 「国際共同研究支援」採択者を中

心に23名が登録し、国際共同研究に関する情報交換や若手研究者からの海外留学の相談など、研究

者同士の交流が広がっています。

◆令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

令和3(2021)年度本支援採択者による研究成果報告動画をYouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。

ダイ'9－診争q碩宜■、買田ｲﾆﾚｱﾃｨﾌ1側皿画j

令輔3年度〔研究文按国虞．鋒択宥

研究成果報告

必1
戸己アヱママーーー守一両汁P酢毎一
一口一宇砥■
…

収一通血6↑納旬4二Jjけaサイトカイン応香臼焼筏

釧､g伽侭lI1b““MeI抑hoI
MmO1“0財1雌L1qm“H『“p””UOCy1口him秘獅副InZ

、彰??p『･鱒房総．忠君畠

ストL"入に.k6硯価神覗閲兆の故国

ダイ'､ 凹沈■迫宜■ｲﾆｧﾁdブ(先麹翌

令靴ﾖ郎厘研寅妻蝿剖唾揮択者

研究成果報告
千凹凸

珍凍も千・鈍且▼・ヤ謡？屯可《郡貼ヨ画▼制伊
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命鞄3年職綱究支碩刷度採択宿

研究成果報告
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● L血◆ウ、曲4
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◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信

研究希望者への情報発信ツールとして、 「YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足

し、学内研究者からの登録を受け付けています。YAYOTプロジェクト主催セミナーや各種支援制度の

案内の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。

保健医療分野におけるAI研究インターンシップ制度の構築

文部科学省ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ(特色型)の事業においては、本学卒の女性研

究者が、令和2(2020)年度の研究支援員制度を活用しAI研究を開始するなど、学内では医療AI研究の

機運が高まっています。AI研究への若手女性研究者参画をこれまで以上に促進するため、本事業では学

内外の研究者にAI活用の基本を学修する機会や実際のAI開発の現状を習得する機会を豊富に提供し、

女性研究者の学内外におけるAI研修、誰習会参加を支援します。また医療AI研究に特化した学内研究

施設であるメディカルAIセンターにおいて、新たにAI研究インターンシップ制度を櫛築し、学内外の

様々な保健医療分野で活躍する女性研究者がAI研究を開始できるようスタートアップ支援を行います。

◆「AI研究スタートアップ支援制度」の実施

AI研究を開始する女性研究者を『AI研究スタートアップ支援金」により支援し、保健医療分野に

おけるAI研究を増加・促進します。令和4(2022)年度は4名が採択され、令和4(2022)年8月に授

与式が行われました。

稲野辺奈緒子講師（看護学部）
一一……－－砂－－～

"I
勝

卜

-研究課題名

「看護師の観察力向上のためのAIを活用した訓

練プログラムの開発」

lゥ
l帆
ト、

．

諦獄

℃崖”炉写晶角

中尾梨沙子助教（循環器内科・予防医学科）
＝言‘

-研究課題名

「深層学習による仮想心筋PETとSPECT補正診

断技術」

空宕奄
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冨永絢子助教（整形外科）
鞠
》
銅
桝
繩
識
騨
蝉
瞬
蝉
癖
騨
癖
轤
Ｉ
ｉ
ｆ
ｆ
ａ
塞
璽
垂
｛

…密F霞認

-研究課題名「AIを活用した単純X線検査での

骨粗髭症スクリーニング検査の確立」

季
~

１
１
口
８
８
口
■
■
■
■
伊

寺1

河合萌子助教（眼科） 一
一

-研究課題名「画像間距離測定による地図状萎縮

進行の評価」

－
一

◆「AI研究指導者」による「AIインターンシップ制度」の構築

「AI研究」を促進するため、令和3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の役割を

担い、本学「メディカルAIセンター（以下、 WIAC)推進会議」にて、Al研究指導者を含むAI研究者

による研究紹介・勉強会を実施しています。また保健医療分野におけるAI研究を活性化するプロジ

ェクトとして、新たなAI研究開始を希望する女性研究者がAI医療研究実践に必要な基本知識を効

率良く学べるAIインターンシップ制度を構築しました｡本学のﾙmCではすでに定期的にMAC主催Al

講習会、AI演習会を開催することでAI教育を実施しており、更に本事業主催によるAI講習会、 AI

演習会を学内で開催し、多くの女性研究者が参加しました。

AI ・臨床統計無料相談会

日時：下記日程の16時-18時

<2022年>4月22日 （金）、

（木）、 10月21日 （金）、

〈2023年>1月20日 （金）、

方法:Webセミナー形式で開催

(金)、 6月24日 （金）、 7月22日 （金）、9月22日

(金)、 12月23日 （金）

(金)、 3月24日 （金）

5月27

11月25

2月24

日

日

日

画像データ演習会

日時：令和4(2022)年12月21日(水)17時-18時

方法:Webセミナー形式で開催

l9



．第2回医療・ヘルスケアAI講演会

'二1時：令和5(2023)年2月13日（月)17時-18時30分

方法:Webセミナー形式で開催

表形式データの機械学習演習会

日時：令和5(2023)年2月20日（月)17時-18時

方法:Webセミナー形式で開催

◆「AI講習会、研修会参加費補助制度」の実施

AI研究へ参画を希望する女性研究者が､学内外のAI講習会や研修会等に参加する場合の参加費用

を補助する制度を設立しました。女性研究者が自らの希望するテーマでAI研究を開始するための基

本知識習得機会を増やすことを目的としています。令和4(2022)年度は1名（2件）に対し支援を行

いました。

◆令和3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信

令和3(2021)年度本支援採択者による研究成果報告動画をYouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。

’
■

ダイ』q 寸函mR糞口イシ プ『仇■■

令和3年度研究錘明座臓択肴

研究成果報告

〔節凹■■ や ＆峰型

令朝奔度研究文■I風 択白

研究成果報告

則悪究スタ トア 文■VOL

AI悪女スタートア⑳ブ更15

ｺｰﾄﾞﾃｨｰﾌﾉｰﾆﾝｸを'巴叫L7-
ケニアL封､ける住民争別監
乎ラツア撤介蚊吋鵠

一一●し一七mg一一F~■－1弾■……■

砧を”弓亘奮軍呈合■ごZア罰滅

グ回J吐凸へ4A配

●詠むF芯等子で躍寅GB■＆

…－…E二▲二■皇三＝

ArtifI”IinteIl蝿e､“(A1)を用いた
ストーママネージメント支擾ツールの開発

研究成果躯告

| "曙……“

￥迫轆f伊刑A叩ﾛ功A由月な『杁帆入牢銅痘A

命＝…""函｜パー

研究成果報告’

⑥
一一
一

心

咋

機械学習を利用したデータクラスタリング

女子■大砲I
舜舎雪子AI研究ｽﾀｰﾄｱﾌ支1 Vα叩

￥e唖郵も人分銅庇、

◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信

研究希望者への情報発信ツールとして、｢YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足し、

学内研究者からの笠録を受け付けています。YAYOIプロジェクト主催セミナーや各種支援制度の案内

の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。
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科研費申請支援

◆科研費採択率向上のための申請書レビューの実施

競争的研究費申請支援事業の一環として、下記の科学研究費種目に申請した女性研究者（研究代

表者、研究分担者）のうち希望者約60名に対し、科研費申請書の無料申請書レビュー（※委託業

者：ロバスト・ジャパン株式会社）を実施しました。

【申請書レビュー対象となる科学研究費種目】

・基盤研究(A、 B、 C)、若手研究、挑戦的研究、研究活動スタート支援

・国際共同研究強化(A、 B)

・奨励研究、研究成果公開促進費

【レビュー内容】

・論理構成に関するコメント、文章表現、必要事項の記載チェック、費用算定のレビュー、書

式調整についてのアドバイス

◆科研費セミナーの開催

申請書レビュー|司様、競争的研究費申請支援事業の一環として、科研費セミナーを開催しまし

た。第1回目は、信州大学の女性URA阿部知子先生をお迎えし、 「研究支援からみた研究における科

研費とは」をテーマにしたご講演と、本学教職員との座談会をオンラインにて開催しました。

日時：令和5(2023)年2月24日 （金) 17 : 00-18 : 30

方法：オンライン

演者：阿部知子先生〔信州大学学術研究・産学官連携推進機構リサーチアドミニストレーション室

准教授〕

座談会登壇者：阿部知子先生

番場嘉子先生〔消化器・一般外科講師〕

中山寿子先生〔生理学（神経生理学分野）講師〕

山内典子氏 〔八千代医療センター看護部看護師〕

佐々木孝寛氏〔研究推進センターTRC室URA]
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●研究力向上とリーダー育成の取組

◆研究支援公募のお知らせ

リーフレット

架け橋研究支援1，

､･'1ﾀｲﾊｰｼﾃｲ鯛…雲鰯ｲﾆｼｱﾃｲﾌ(錦鯉)」文部科学省科学技術人材育成費補助事榮

躍鰡戻学と臨床工学の間を繋ぐ、医．工．理の「架け橘研究」

令和4年度

研究支援公募のお知らせ

1．架け橋研究支援

2．国際共同研究支援

3. AI研究スタートアップ支援

灘

譲

【募築斐唄、応募書顛】
QRコードよりHPをご覧ください

【お問い合わせ】
フォームからの問い合わせにご協力をお願い致します。
内害硫甥秘、追って事務局よりメールにて回答いだします．

｢募集要項」は表紙のQRコードよりご覧いただけます。
応募前に必ずご確認ください。

職)霧寵騨憲農織湿豊ｱ形成ｾﾝﾀｰ〈

一一一一一一一一一一ーー "一~一一三マーー凸 ~~~ｰ弄マーヨーマ番F ~一宇 一 L ■ 画 下旬 可…卍■坪串間竺雷

’
1

究支援2．国際共同研 研究スタ一トアツブ支援3．AI

回曜的研究交流の増加､国際共同研究の活性化のための「国際共同研究壷鰐I 保健医諏分野でのAI研究推進のための『AI研究スタートアツプ支援」

|’

|

|’

唾条件
(対象轡）

応闘条件
《対敵者）

｢騨集要項』は表紙のQRコードよりご覧いただけます。
応募前に必ずご確認ください。

｢募集要項』は表紙のQRコードよりご覧いただけます。
応募前に必ずご確認ください。

闇 －－‐ー一一一一一一 一一一一一一一一一一
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十着識購．
すでに架け橋研究に携わっている
もしくは新たにスタートを希望する

女性研究者を支援

支握総餓

応募条件
(対象巻）

》
陸

弄巣
碕切日

応募■類

古狸金交付
決定までの
流耽

5い合わせ

725万円(一人当唯りの上限金額145万円）※年疲ぽり越し不罰】

◆東京女子医科大学に在羅する女性露解導女性研究者(枚授.非撚削､大学院生

.鍬として本支擬終了錘年悶は本学に在顧し､ ｢架け橘研究掴轄』と
して活動できる方

◆応昇には､所窪長の許可猛必要とします．
◆年齢甥限はありません減45患程度までの着手女性研究者を麩します．
◆唾している課題に対して、本研究壷薗士電通して他の“からの助“
を受けていても差し支えありません．
◆周一年度の『国姪共同…鍵『A呵究スタートアップ支腫」へ鰹感

◆1園麗【分野）につき、屑一年度内の応募は『票け癖究支媛」 1国鰹共
同研究支援i 『AI鋼究スターサ､アップ支暹1名1件までとし麺．

干峨刻唱亜環妄弓ら海晶（ただし識岳霊尾以外）の鼠入質用、その他研謹行に
必要な買爵とする．

令和4年5月9日（月）
説原率事残局鑑

”医書②架け媛研究支鐙申霊雪、萎縞目録
郷露倉韻の書式はHPよりダウンロードしてください(署…Rｺｰﾄ参要）

4月初旬学内公募、唾募密類受付

5月下旬＝菫＝一二･一一÷る三景壼壹・面接套董、審宣箔“知、支握金交付

表…Rコードからお間し壱わせください．メールにて回苦いだします･

窪
壁

若干名
琴
輌

研究蚕涯金交付後

～令和5年3月3唱(金）

諏辮瀞響’
すでに国際共同研究に携わってい
もしくは新たにスタートを希望す

女性研究省を支援

AI研究を新たにスタートする
女性研究者を寺鍔 十 綴巽溌

賓廻越塑

》
唾
一
癖
蝿

応扉■鋼

贋金交付
定までの
溢れ

い合わせ

500万円(－人当たりの上限金額100万円）悪年度屋り超し不可

◆粟京女子医科大学に粛動として葬腰騨等…売者(較蹟､諌勤､評建

.鍬の研究者(国砺.函間わず)と共固研究を劃ﾃしている方
◆原則として本支握柊了後Z年悶は本字I…し『国黒共勇研究鐇導者」と
して活動できる方

◆応募には、閉園豊の好可を必要とします．
◆年齢制限はありません紙45銭程層までの若手女性研究者を優先します．
◆応募している疎胆に刃して、諏究麦瀝少額梅して他の組織からの助成金
を受けていても達し支えありません．

◆同一年度の｢袈村橋剛究支援』『AI研究スタートアップ支援jハ邸芯静は
できません合

◆1隅座（分野）につき、同一年度円の応募は
罰研究支援」 『AI研究スタートアッフ支掘」

I架けt爵研究支援」 『国際共
各1件までとします．

木研究に適褐製する物品（ただし段偶償品以外）の鶏入質用、その他研究運行に
必鴇忽費期とする．

令和4年5月9日（月）
鞭原本、事緬“

①屈脛宮＠国照共同研究支媛申謂霊③蕊績目録
鞭嘩百類の書式はHPよりダウンロードしてく暗さい匡画QRｺｰﾄ拶蕪〕

4月初旬宇内公募、 K顯箸韻受付
5月下旬壷委員会による審畜萱・面*…、審査鍵竪湧知．害1房錘付

表…Rコードからお問い合わせください．メール(こて回否い鮭します．

募震

人数
若干名

事棄
期間

研究支橿金交付裡

～令和5年3月3唱(金）

登肥鰍顕

支鯛金
使途

鋤
締切日

応募宙調

》
》
趣

い合わせ

S00万円(一人当疋りの上限金額100万円）※年度還り瞳し不可

◆璽京女子医科大学に素勤として女性医静等女性研究者(牧授.3唾勘､大巍生

,鍬として本支握終了後2潭閏は本字に荏霜し､ 『A1研究描導者jとして
活動できる方

◆

◆

◆

◆

唖には、所属長の許可を必要とします．
毒認隈はありません城45歳塞度までの吉手女性研究者在優先します.
癖している輝題に対して、本研究支握と重蝋して他の鐸からの助成金
を受けていても差し支えありません．
同一年度の『架け桧研究支援』 「国際共同研究支鋤へ嚥募はできませ
ん．

◆1蜘座（分野）につき、同一年度内の5露は｢票け橋研究支損』 『国際共
同研究支掻」 『AI研究スタートアッブ支媛」各1件までとします．

羊Fw元,唱旦趣垂ソ⑧魍回ロ（た陰し鯉僅傭品以外）の購入資用．その他研究遂行に
必要趣質用とする．

令秘4年5月9日（月）
涼原本．事脳局必曽

①屈腰圏②A畑究スタートアップ支援申請書③業網目録
礁唾嘗誤の古式はIIPよりダウンロードしてください(表麺qRｺｰﾄ各鰯）

4月初旬宇内公募、応募書類受付
5月下旬審査委員会による宙…・面接審査、審査賭栗過如、支援余登付

表“QRコードからお因い合わせください．メールにて回苦いだします．

募集
人数

若干名
業
簡

事
期

付換

31日(金）



◆英語論文掲載料補助制度 ◆AI講習会、研修会参加費補助制度

、′『ﾀｲﾊ製燃蝋惚鱗’猟端型) ！
令和4年度対象者募集

英語論文掲載料補助制度

Ｉ
Ｆ、ｿ｢ﾀｲﾊｰｼﾃｨ鯛究環潅卿ｲﾆｼｱﾃｨﾌ<鏥辨,」 ，文部制学省科学録而人材育成費禰肋耶凝

令和4年度対象者募集

AI講習会、研修会参加費補助制度
・令和需度受付締切:令和5年2月3日（金）

東京女子医科大学に在籍する女性医解等女性研究省（ただし非議動．大学院生を除く）対象

Ｅ

Ｅ

令和4年度受付締切：令和5年2月3日（金）
対象者・璽京女子医科大学に窪霜する女衿塵露奪女性研究者（ただし非常勤、大学院生を除く）

国際共同研究の成果、もしくは国際共同研究に発展しうる成
果として国際学術雑誌掲載が決定した英文成果報告に対し、
掲戴料（論文・表紙掲載料、web掲載料、オープンアクセ
ス料等）の補助を行う制度です

が決定した英文成果報告に対し、
､Web掲載料、オープンアクセ
ですす
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1対象となる,AI講習会､研修会｜※ｵﾝﾗｲﾝによる穆加も含むマデョ

①医療保険分野のAI講習会．研修会
②AIの一般基礎知識データサイエンス等に間する謡習会研修会
③AIに間する資格取得のための講習会研修会
④学会等で開催されるAI関連のセミナー、シンポジウム等

画 ●
⑤

楽以下は補助対象外

．④に関連する学会入会費ならびに年会費
・墓本的なコンピューター操作訓線のための研総費 ●

お問い合わせ先

女性医原人キャリア形成センターダイバーシテイ唄境整備車麺阯進室
Mail ;cdc,bm@twmu･acjpTel :03-3353-8112内線30166

灘実施要項・申込霞噸はホームページをご覧ください
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お問い合わせ先

女|生医療人キャリア形成センターダイパーシデイ項境整備寧業鵬肪室

Mail:cdc.bm@twmu.acjpTEI:03-3353-8112内線30166
実施饗項・申込書類はホームページをご覧く催さい 灘 β
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◆「国際研究講演会・交流会」開催支援 ◆「YAYOIコミュニティ」参加募集
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YAYOIブロジェクト
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グローバ易へ兄ズリーダー狩喰E■座る曾nm

YAYOIプロジェクト
咽？の情9K父横しヨt'んか？

Siack利用した

東京女子医科大学研究者の
先生のI率へ

国内・海外で
国際的に活醗ｿ る研究者による

YAYO
YAYOIcom

コミュニテ

際国 研

講
女牲研究竃を鯵じめ遇し'た唖殿的鱈活幽される研究
者刷径お招愚ヅる講演金･婁薯衝転ダイバータティ
窮藁の－露として興趣童電し畢寸。

される

参加者募集輔目的

醒勿・口外E睡緯に毬穿り毎壷をlさじのとし殿劃究曲等の÷

トワ･･ク壁鳴侭し醐雪会・文産金赴埠こて、編たな哩髄蘭究死
ぬ、 Z裳斡．鴎菟の恵住趣を癒し寿働･ツーr＆良的とLて貴

けL9T

支援の流れ
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与学存酷の女唾匿銅審崎夷者の斎威、夢究力伝上、失司研究の牌湧・急笹f"E目的と
し、 51“k遼使った襯究老剣士の『儲がｲｴ宏偏穀父換の詞Iとして憐験し承し玲・

、vAvc1 台ﾕﾆﾃｲ露アヤ, ,ツル･田凱よ‘＆'スラァ少， 」畠刷刑一‐い”
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･所届問わず本学に在施し研究に撹わる方
Rセンター・健附良篇飽勘”が伸甑鋤仏曾む》

=@tWmu.acjpのﾒｰﾙｱﾄﾚｽをお持ちの方画
、

問

▲

’｜支捜対象となる条件 ｜

出、鼎的に堵唾する再尻毛界【門ｸﾗｽ）ないし海外盤問研兜の哩逸

のために過切とおもわれる演宥である（女室・男性どちらb可）

圃凶員 や皿Uに孝幸在銘の古桂慶降零女性研屍祖を必ず』名以上宮む

圃鞘催缶､特管伐･写戻･参麺宕ｱﾝｹｰﾄそもって寅均侭蚤がで白る

鰯I麺･…含宝ちら拝一童霧矛ドもして瞳1唖より~I
hItD･pﾉ吋改7，赴惟、f“舸圭r曄墹段調咋露荊F

D 堕・･一彦 ・ “、 ざ･_‐ , ． ー 恕沙ダー
ト1Fい ｣ 1－ 即■”いい

2澤壁塞謡塞蕊鍔画く ．

目目 HPより運用ルールや使い方をチェック

臼夢加URLよりｺﾐﾕﾆﾃｲﾍご参加ください

議
可ミューティヘのご纂加・解題陣石墨OR可一ドもしくIま

URL《IolOp2〃www､1wmu･勘《.ip/際､｡e”newもﾉdPl3I1ﾉ71.コ3312》より

､．/謡畜畷繍競琴蝋;縦駕息－
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◆AI ･臨床統計無料相談会 ◆画像データ演習会

グローバルヘルスリーダー岡成と更なる女住笠閉

､呼辨謹蛾綴識耀騨蕊(罷蜘劇！ 「vAvolﾌ｡ｼｪｸﾄ』
YourA1い､11．『11oYowOwnlnno”IIonI

女性庚鞭人キャリア形成センター主俄

お持ちのデータ活用に悩んでいる先生方

グローバ仲へ凡スリーダー冑唾と働な＆女同丘飼

､･'1職樫M辮蝋灘浬騨ﾂ究唖,』 ,",""帆,"RoY｡…‘1m"!‘”『YAYDIプロジェクト』

ExcelデータをAI用教師データにする！

第3回表形式データの機械学習演習会
主催東京女子医科大学女性医療人キャリア形成センター

「これまで研究データは全てマイクロソフトのExcelで保存してきたが
Ex“I形式のデータなどの表形式データはAIでは使用できなくてがっかり.、 』

こんな方のために、表形式データ濡析の実習を行います。
無料のソフトを使用して、ご自身のPCでデータ解析を実施して頂きます。
AIに興味を持ちつつも、ハードルが高いと感じている方に1
超初心者向け！

AI ・臨床統計無料相談会

懲
I動画・画像データを持っているが

どうやってAIに学習させればいいのかわからないj

l蕗床データの蓄預があるが、適切な統計手法がわからないj

そんな方のために、焦料相談会を実施します。

宮 、 日
事前予約制 専門家による個別相肢 ZOOMオンライン開催

事附にメールにてご通絡いた 相賎内専に合わせて、AIもし zppmによるオンライン開耀

だ3．日程渦整の上、ご参加 <は医療統計の専門瀬がご棚 のため、来叫していただく必

いただきます。 賎内容に対応させていた鵡倉 要はございません。

喉先危5名幟まで まず。

内容

日常で最もよく見るデータは、Ex“lに代表

される表計算ソフトで取り扱う、表形式データ

でしょうc

本臓習会では、GoogleCoIabotaryを利用した
実習で、表形式データに手軽に利用でき、商い

性能を発揮する事で知られる、XGBo“tとLigth
GBMの便い方について学びます。
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圃瀞鼻鋳蠅驍､.Mo､院墜も広く含める）
胴下記日程の16時から18時まで(お時間はご相駿に応じます）
2022年4月22日 （金) 2023年1月20日（金）

5月27日 （金） 2月24日（金）

6月24日 （金） 3月24日（金）

E園令和5年2月20B(月) 17:00-18:00

匿團東京女子医科大学彌生記念教育棟104号室

函5名疹茄寳蕪勤

圃國本学所属の女性研究者
（医師・看護師・その他non-MD、院生も広く含める）

匪圃戸塚裕彦(とつかひろひこ）
株式会社スタージェン情報解析事業部所属

鰯囑勤謡職聡駕篭誰鯛轍せく耀喜｡

7月22日 （金）

9月22日 （木）

10月21日（金）

11月25日（金）

12月23日（金）

A1・臨床統計焦料相麟会へのお申込み

・株式会社スタージェン（担当：熊坂）

獺お問合せはメールでご連絡ください。

・メールアドレス：壺己雪←． 。-巻．-．…｡、

ﾀージェン（担
少 ■9毛一・百金々．
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◆表形式データの機械学習演習会◆第2回医療・ヘルスケアAI識演会

｜
グローバルへ氏夷nJ=ｸｰ旬埴と日寧＆女弔■■

『YAYOIプロジニクトj
V釦aAttmtl印tOVa豚〔画1m耐to“､．,僻震弾穏認糎蕊浮&罰鬮,， ，讓磯簡耐瀞繍鷺『VA和lﾌﾛｼｪｸﾄ』

医療現場へのAI活用が分かる！

第2回医療。ヘルスケアAI講演会

尋／璽票童子塵斜大学女睦匿願人零Wｧ彫…一筆“や

替 翌蝋”
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画像データ演習会
主雄東京女子医科大学女性医療人キャリア形睡センター

『AIの代表的な利用といえば画像データの判別。
画像データの判別に興味がある、実際に行ってみたいけれども、
パソコンの他に何が必要になるのかも分からない． ‘j
こんな方のために、画像データ判別の演習を行います。
ご自身のWindowsパソコンから無料で利用できるクラウド環境である

GoogloColabにアクセスして、AIのプログラムを実行し、
圃橡データの判別を体験していただきます”超初心者向け1

内容一

画像判別は、医療分野を含むAIの利活用において、
欠かせないものとなっています。

その中でも、最も基本的な方式である
畳み込みニューラルネットワーク(CNN)の仕組みを
解脱します．同時に‐犬と猫の画像判別を行う
C剛のプログラムを実際に動作させ、
その性能の評値を行うことを通じて、
利用方法についての理解を深めます。

一
一
Ｉ
）

一
鋤
０
）

こんな方にオススメ！
●医師等の麗撤・痢院関係者
●製薬、医堅機器、臨床検査一健康菱容癖の医鰹・ヘルスケア関連企栗
●その他医痙分野におけるAIの活用に興味を持つ方、メディアなど

講濱内容
⑩『診録憤報とオミヅクスデータを用いたデータ駆動的患者層別化と創剰嵐的探索』
・内容：劃蕊において堅床賦験創'asenにおける間発中止の理由の過半蚊は蕊効の実腫失敗

にあり、実験動物から得られた知見をもとにした劃興標的擢衆に隈界があると
考えられる。本講演では、鯵鯛肖親及びオミックスデータを用いてデータ畷動的に
患者屠別化を行う新規解稀手法と、それを用いた創蘭視的探索について紹介する。

・鋼簿：互目やよい(なつめやよい>先生
・所属：園蕊避盤･健康・栄養研究所A1健康・医砺研究センター

②『人工知能AIを用いた大禺癌に対するT､畑INavi抑ti“SⅡrgory」
,内容：To輯lNavIgationSurgery（ⅧS）とは．患脅に低侵襲で根治性の高い凧適な手術を

行うため、間術期のビックデータを必にした外科触槻の人エ知能A1システムである．
TNSの謹盤研究として、独自に側発した術前圃徹鯵断モデルや手術動画におげる
物体鰹撚モデル､.また手術室シミュレーションを紹介す･る．

・胸師：番渦嘉子〈ばんばよ‘しこ）先生
・所属：東京女子医科大学外科学調座下部消化擁外科分野

函令和4年12月21日（水) 17:00-18:00

屋罰東京女子医科大学彌生記念教育棟104号室

園副5名罎茄蚕蕪勤

圃國本学所属の女性研究者
（医師。看護師・その他non-MD、院生も広く含める）

蔚翫i戸塚裕彦(とつかひろひこ）
株式会社スタージェン情報解析事業部所属

鰯覇尋瀦鰡轆駕鵠織鰐詑撞く耀毒“
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鰯躍認
裏面に記載の内容に準じてお申込み
お問い合わせください
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◆第1回科研費セミナー ◆「YAYOIプロジェクト」ML登録案内

ourAttentiontoYourOwnlnnovation!寺’卜『ハンーは文円昇瞬盛伴闘力人側言曲愛情坊や愛
誹fパークァゼ捌箕瞳隅更壊イーアアィノ(先晴2mの毛醒して夷施､,よす

女性研究者向け

『YAYOIプロジェクト』情報発信
メーリングリスト登録のご案内2月24日(金)17;00～18:30

･Zoomによるオンライ ﾝ開催

|いただけます
'らのご参刺4』大獣込1

本学は、令和3年度文部科学省科学技術人材育成閏補助聯業「ダイ
バーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型） 」に採択され、
グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOIプロ
ジェクト』を発足しました。
この度『YAYOIプロジェクト』で行う研究支援やセミナー芯ど
様々な淌報をご案内するメーリングリストの運用を開始いたしま
したので、是非ご登録ください。 （登録離料）
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｢研究支援からみた研究における科研費とは」

魎雛舗究
AI研究

オープンイノベーション調演会・交流会
各稲荊助制度など

一

擬I捧溌懲雇"いい庭し”塞騨
蕊灌憩
凹騨ぶ･…

女性医療人キャリア形成センター
ダイバーシテイ環境整備事業推准＝

■雨03-3353-8112(内線30166)m耐ぬ“c・bm@twmu､ac.jp

,平｢ﾀｲﾊｰｼﾃｨ研究鰯鯛翼現ｲﾆｼｱﾃｨﾌ(鯖端型)」文部科学省科学技術人材育成識補助事業

一

岬

一

瞬

罰

一

》

画
面
一
一
一

四
四
一
一
一

幸
。
ｄ
一
吟

圏

~

春

化

－

１

醐

匡

罐

罐

誇

霊

場

山

遥

中

A”ECなど大望翻貸癌!_哩宮しこみ逼L･邸．

ピのよ令宅了“食い励野1か0鉦､

曾巳eﾁｰ6割”でなく》麺1古如細仰
0N五J壁と俵ユー勺か凸匿い山勾典子氏〔八千ft医療ヤンター舂蔭部看蔭蔀〕

佐々木孝寛氏〔爾究抵進センタTRc室URA〕
窓か色白､や､篭Iwも蛾妹e』砿渉融垂Lu力…､が獣9．

ヶ……う

全仏司会:率多祥子先豊【解忠捧(神経分5~・忠華諺ら_.‘『畠入.入､ダイパーシテイ環境塞事弄諏遍五伝I

職恥払鉢･お旧L食いせ】

女性医療人キャリア形成センター
ダイパーシティ環境整備事業稚推室 蕊

1tL刃3.斗B噌噸fjpl66
恥11．究+E‘b唖n吋u価ご鱈

、11，4〃…_QWm』8誼_IaJn昼､~f吟

◆Q謹一卜より錨嘱…く讃ごl牌

55

第1部:講演会

第2部:座談会



IV事業報告③ ‐ダイバーシティ研究環境整備一

本学の研究環境整備状況

平成28(2016)年度ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（特色型）における様々な取組により

育児支援を含む種々の研究環境整備を推進してきました。特に「女子医大・東京医大ファミリーサポー

ト」による信頼度の高いきめ細やかな子育て支援は､全国に大きな社会的波及効果をもたらしています。

本事業では、更なる育児支援として学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制

度の整備と、 「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネッ

トワーク・ピッコロと連携した介護見守り支援サービス‘‘ちよこつと介護見守り支援”の新設を進めま

す。また同じく特色型事業で構築した研究支援員制度の利用対象者範囲をこれまでの女性だけでなく男

性にも拡大し、更なる研究環境整備を図ります。

学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備

若手研究者の良い発表機会である学会の地方会や研究会などは土日祝日に実施されることが多く 、

比較的規模の小さい学術集会では託児サービスが用意されてないことも多々あります。また、国際学会

や在宅オンラインで参加可能な学会では託児サービスの利用が難しく、参加の障壁となっています。そ

こで本事業では､託児サービスのない学会（地方会･研究会)、研修会、国際学会など（オンライン含む）

に参加する際の託児費用の補助、更に本学施設内の院内保育所における土日祝日を含めた一時預かり保

育制度の整備を進めています。

◆「学会参加時等の託児費補助制度」の実施

国内・国|際学会、地方会・研究会、研修会など（オンラインを含む）に参加する育児中の女性研

究者が、託児サービス（ベビーシッター、一時預かり保育、ファミリーサポート、開催学会等の託

児サービスなど）を利用する際、その費用を一部または全額補助する制度を設立しました。令和

4(2022)年度は5名(10件）に支援を行いました。

◆院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）におけるモニタリング調査の実施

保育園利用者の利便性と保育の安全性の向上のために院内保育所のICT環境整備を進めていま

す。タブレット端末と専用ソフトを用いて、保育園の登降園時間管理や保育日誌等をデジタル化す

ることで、利便性や事務作業効率を上げ、安全な保育を提供します。

また、保育満足度とニーズ把握のための利用者アンケート調査を令和4(2022)年2月より開始し

ました。定期的にこのアンケート調査を行い、状況に応じた保育の提供を検討していきます。

56



実践的介護支援体制の構築

特色型では本学教職員がキャリアと介護を両立し活躍することができる環境整備を目指し、キャ

リアと介護の両立ハンドブック配布、介護相談窓| I設置等に取り組んできましたが、令和3(2021)

年度に本学全教職員を対象に実施した「介護に関するアンケート調査」の回答からは介護に対する

不安を訴える声が非常に多く、同時に仕事と介護の両立を望む声が大多数である、 といった現状が

明らかになりました。また一方で「本学の介護支援制度を全く知らない」との回答も多数ありました。

本事業では新たな施策と共に介護支援制度を周知することで、介護支援制度利用者比率をこれま

での約0.3%から0.6%へ、 さらにそれ以上に引き上げ、女性研究者が安心して研究に専念できる環

境を整備していきます。

◆介護見守り支援サービス“ちよこつと介護見守り支援”の開始

「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネットワ

ーク・ピッコロのファミリーサポートのノウハウを活用した、新たな介護見守り支援サービス“ち

よこつと介護見守り支援”を令和4(2022)年4月より新設しました。

この「ちよこつと介護見守り支援」は、国や自治体といった行政による介誰支援とは異なり、ま

だ本格的な介護は必要としないけれど、独りにしておくのはご家族から見ると不安がある、 という

「ちょっとした見守り」を必要とされる女子医大教職員のご家族を対象に、例えばお食事の見守り

や外出時の付き添い、話し相手などの「ちよこつと」した見守り支援を実施しています。令和

4(2022)年度は1名（2回）の支援を実施し、毎月Zoomによる無料相談会を開催しています。

令和3(2021)年度から現在まで2回の提供会員講習会を開催し、 10名の提供会員が誕生しまし

た。また提供会員向けにスキルアップ研修会や茶話会を開催し、支援時の注意事項や情報共有を行

っています。

■■■■■■一ー ・一ー 一寸F戸一

一一ﾆｰﾏｰ. 言壺『~~~単戸一さ １
１

蝋關畳 手

蘭
識

蛾鰹

ｉ
ｊ 1

◆介護支援ハンドブックの作成

令和3(2021)年12月に本学教職員対象として「介護支援」に係る調査を実施した結果、多くの方

から「仕事を続けながら適切な支援を受け、仕事と介護を両立したい」との回答が得られました。

しかし同時に「介護に関する不安」を訴える声も非常に多く聞かれました。キャリアと介護を両立

していくためには、介誰に直面した際の初動対応と、上手に社会制度を活用するための基礎知識が

大切です。介護によってキャリアを諦めることのないよう、介護支援ハンドブック「介護ロードの

歩き方」を作成し、全教職員に配布しました。
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◆介護支援に取り組む施設への視察

介護支援に取り組む施設への視察として、大阪公立大学と富山大学へのオンライン視察を行いま

した。大阪公立大学は、ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）に採択（平成29

年度～令和4年度） され、連携機関共同による「介護相談窓口」を開設しているとのことで、介護

に関する取組や情報発信の手法、具体的な相談内容等についてお話を伺いました。また富山大学で

は、単身赴任者が多く遠距離の介護相談が多い為、地域包括と学内相談者の仲介を行い、地域包括

支援センターのネットワークを使うことで相談対応が可能になっているとの貴重なお話が伺えまし

た。

◆介護講演会の開催

介護を身近に感じる機会を提供する為、介護経験者による介誰講演会を開催しました。第1回目

は、NHKスペシャル「認知症の母と脳科学者の私」にご出演の恩蔵絢子先生をお招きし、 「脳科学か

ら見た認知症」をテーマにしたご講演と、本学教職員との座談会をオンラインにて開催しました。

日時；令和5(2023)年2月9日 （木) 17 : 00-18 : 30

方法：オンライン

演者：恩蔵絢子先生

座談会登壇者：恩蔵絢子先生

松村美由起先生〔成人医学センター講師〕

山内典子氏 〔八千代医療センター看護部看護師〕

下村裕見子氏〔女性医療人キャリア形成センター課長付〕
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研究支援員制度における対象者範囲の拡大

特色型では、ライフイベントにより研究活動の継続や研究時間の確保が困難となった女性研究者

や、これまでに十分な実績がある将来有望な女性研究者を支援し、研究活動をより活発にするた

め、研究者1名に対して支援員l名分の人件費を女性医療人キャリア形成センター基金等から拠出

する「研究支援員制度」を創設しました。

本事業では、女性研究者に加え、女性研究者を支える男性研究者1名の支援枠を新たに設けまし

た。令和4(2021)年度は審査を経て、出雲渉助教（外科学講座肝胆膵外科学分野）が支援対象者に

決定。 10月1日～3月31日まで支援員による研究支援を実施しました。 （支援員の人件費は女性医

療人キャリア形成センターより拠出）
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「仕砺との両立」を考える。
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態鰐を整える③
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態勢を整えるe
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●ダイバーシティ研究環境整備

◆学会参加時等の託児費補助制度

リーフレット

◆院内保育所利用者アンケート調査

、ｿ『ﾀｲ， 文部科学省科学技衡人材同賎費鋤事業
《一シティ研究現I鯵現イニシアティブ<先嬢型)」

余色W電嘩2丁官刷諦倭4前靴…副詞窪

勺ギパー 、噛唖毒Dグー 戸▽ず火…』

Wr豐鴛鴬篝
伝震番の皆緩へ

やよい保育回利用者アンケート畑査へのご回答について（お願い）

令和4年度託児費補助制度補年度 費託4
令和4年度受付締切:令和5年2月3日（金）

国内・国際学会、地方会、研究会、研修会など（オンラ
イン含む）に参加し、対象となる託児サービスを利用し
た場合、利用料金の一部または全額を補助する制度です

※令和4年度については令和4年4月1日から令和5年1月末までにかかった託児費が
補助対象になります

締切

国際学会 研 研修＝

、対象参 託児に

平累より､本醸の保膏活動にこ理解｡ご協力極いただきありがとうございます．

東京女子医科大学ではこのたび令、3年腰文部艸字省科学技折人材育成費補

助粟巣ダイバーシディ研邦鼠塊魁備取顛（先蝋盟）に採択され、取柤の一つとし

て保育制度の堅桶を実施する運びとなりました．

つきましては、炉よい保宵闇では伐冑剛をより利卿しやすくまた安心してご利

用いただくために、利剛者の方のご愚見礎伺い．俣宵園の運用の改里を回ってい

くことを目的に毎月アンケート凋画を実施ずることとぶりました”

ご多用のこととは存じますがアンケート鱒査へのご鳴力の(Jどお願い申し上

げます．なお．本アンケートの回苔はロ由思惑で凧記名てす．アンケートへのご

固巽l胃よってご回害者の万に不利益を壁しることばありません.

【回答期闘】陣月10日まで

【訴要時胆】2－3分程腹

【向害方法1下記ウェゾサイトからご回否をお願し{します．

＜URL＞Mtps:〃forms･gle/VcnpWoZ3ⅥDYI73UY6

＜QRコード＞ I■､謡,可.‘:. F】･11
ｺ， ■”~E■.■ 4J 由
qF ~h可 L口 rJ』 も

s同<→‘ ~ -.臺 ： ‐ .思

郷熟
モダ全1

画（ 1画

患織…"蕊驚。
木何のお問い合わじ先

ダイバシディ昭魂幽閉界￥11連中

鱈過､ V州．貝将

F”301“

メール“と蹄a…us皇1コ

皇

一

対象となる託児サービス
ロ
ー
リ
ｐ

ｒ

一時預かり保育

ベビーシッター派遣サービス(全同保育サービス樫会加盟事業者に限る）

「女子医大・東京医大ファミリーサポート」および各市区町村実施の

ファミリーサポートセンターによる宵児支扱

関連学会等の託児サービス

お問い合わせ先

女性医療人キャリア形成センター
ダイパーシティ環境整備事鎚#准窒

実施要項・申込書類はホームページを
ご覧ください

”ilrCdco伽@t蜘uoacoip
teに03-3353-8112内線30166

お問い合わせ先

女性医療人キャリア形成センター
ダイパーシティ環境整備事鎚#准窒

実施要項・申込書類はホームページを
ご覧ください

”ilrCdco伽@t蜘uoacoip
teに03-3353-8112内線30166

艤
× 手

~

◆「ちよこつと介護見守り支援」案内

，，本学初，，

《ちよこつと

の介護支援

介護貝守

事業

り支援〉

”本字初､，の介護支援事業

《ちよこつと介護見守り支援〉

依頼会員募集中！ ★ご利用例★

介護のことで悩んでいませんか？

「ほんの少しお手伝いしてもらえたら助かるんだけど…」
「他に誰もいないから自分が仕事を休むしかないかな…」

東京女子医科大学．介譜サポート東京女子医科大学・介護サポートが

I本字叙喧員の勤務地問わず

定める
「提供会員鋼謝会」を壷関し修了し正提供
会員がサポートします！

§雫e=ｨ ■ .-｛
㈲‘ 廟 ~魚
一

~ I

本院
思立便寂センター

河田町キャンパス 八千代医療センター
肴磯騨門学佼

成人医学センター

（

専屡アドバイザーが
本字に常駐
介浬サポートについての

鐇舗識謬大廻
ご連絡ください！ 乃 与 在

I ）依預会員（支握を必要とする方）のお住よいが報宿区および近隈区どんなことを
鯛めろの？

依頼方途や
利悶料は？

支狸珂裁理毒'雪虚松陸

話しだけ

聞いてみたい

ますは

介惑サポート(面談室)に
ご相脳ください！

<問い合わせ先＞ 〈蚤歴:NPO法人子喬てﾈｯﾄﾜｰｸ.ﾋｯｺﾛ）

〒ﾕ62-8666新掴区河田町8-1巴女子学生会餓3閣

議
東京女子医科大学・介砥サポート

画8噸-5312.52“(面通） QRコードより
03-33毒－811Z(内鞭）“3“ メール悪お遡りいただI芯すｰ

蝿出：八束(やつか)、徳原 M馴I8kp1po-・鋤pport.bm@twmu･回こ加

０

１

Ｐ

β

や

り

７

介謹サポートについてのお問い合わせだけでも大歓迎です！

専属のアドバイザーが冷駐しており旨
ぜひお気軽にご蓮絡ください。

駐しておりますので
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◆介護支援事業リーフレッI、

Ｉ

！

〃

Ｉ

山

Ｌ

伽

ｌ

Ⅱ

Ｆ

リ

。

苓晩可門f8矛仙”J1塒耐買llqD泉蜜 、ヤ ↑ ・『＝卜毎項頃君田・ ツノ ↑､． .『f昇壺1．

V細り】太』ジェクレ・ YOLOrAt“nMOI1tOY“rOmlInnpvatIon！

介獲安援詳細
１
－
１
卜 ちよこつと介護見守り支援(蕊,）

r冒嘉扉瓦貢一, ｡冒照_‘皇侯会貝ざんヘ

介 支援事業 が始まりました！

エ瞳Q,でみ全しよ

★セルフチエツク★あなたが｢令jまたは｢霊j使える支握は？
令琴対箏リズ冨虚詞濯け字なぐ角＝洋ら戸冥砿な浮才'彌翁覗苛

左米閏憾円0月0房….食
腰の顕虜そし牢

しし”ですが よす冒

１

１

皿
鰹

はし ､いえ

‘

C D

Z･亭跡打5台わせ

＄､鋼的洛蝕･■鮒の支凱い－ …

はい1
A

Iいいえ 女吾鐘大に鮒駐しており、依細金高 提供金員とu淵I壁を行ったり
利用に関するお問い合わせなどに対応してい液す。

アドバイザー

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

B
いわゆるI支援をする人」です． f投洪会員隅幽蓑j奄修ゴレ、鈍
定を受けた方です。

授供会員

闇同国Ⅱ
一

つ

た

蔑保
唖

に

》

悪

ど

か

に

介

け

誰

の

に

る

を

る

で

い

い

か

す

て

伝

動

Ａ
●
一

－ヒスは受l

主つとしたお
たら、もつ いわゆる『支擬をお顕いする人jです．窓響教翻員はどなたでも登

録可能です．（※2）
飯§扇．

闇向同ロ
B何か領める寺潅はあるかな？
●少しでもお願いできることがある
二なら今より低きやすくなるかも！

食躯の瓢矯や片付け．毯圃砺掃や衣謝の烏何け、過魔各や買し蝿
麺寸き調い．露震への…け取り・受付予鈍ど

壷彊内吝

蛋1 ，塵揮険遇篇気のｻﾎｰﾄになります．
照2毘侯念員潅撞可鍵な遮躍”支翻となります｡

客泗塞⑲を行うに塘郡喜等をお伺いした上で受璽可膨か頓肘いたし永冨．
毎年、慶洪会員を白露する囲琶会を“しており、安謂酎屈期竃唾、鋤迪やしてまいりますC合は麺豊b億種だけど､い亙れ

●零§蕊謹:鑿欝る葱
一必雲な唱報だけ知りたいI

粟京女子医科大学介悪サポート

〒162-8566新暦区河田訂B-1

東京女子蚕科大毒巴女寺学生宍喰2階

O3-3353-B112内腺41361

(鰻過)O訂・5312-5206
図8鶏議匿職、

－イスできるかも’

４

峰

識
ﾄ

女署鴎大 介侭サポート
ホームペジはこちら

支援の詳細は次ページ以降でご紹介いたします！

女性医療人キャリア形屈センター ！
~ ~ ~~ ~~

~

文尻 旧さUIダイバ '7嘘乳■画真晩ｲｿ〆ﾌ'ノ(先躍睡》‘
IY耐01プロジェクトYCUrAlt“tlont｡Y“rOwnInnov面tIom

… その他

相談窓口 介護弱演会

介繍にまつわるテーマの調涜会を、叙職員のニズも踏まえながら定鰯的lこ悶蛭します。

例えば・・

介襲と深く関わりのある「認知症」 、介護と勤務を両立した教識員の体験談など

柵漣隅卿3苔HP(女韓産噸人キウリア形戚センターHP，法人イントラ霧〕への掲騒．
およびメリングリスト(下配謬蝿)にご登独の琶曝へのメール発ｲ8悪でお知うせいたします．
湾I憂のご毎mを謁跨ちしておりますI

水準では、介贈に対する不安や、翻曝での介鰐壷撹にⅢ1して柵脳が春きる窓口を鐙醤してい素す。

ﾄ

人率課
(03.3353.8112内線”113）

介護休暇･介護休業など

医頒福匙1M殿室ソーシャルワーカー

m3.33”･8112内線20175）

介褒保険制度､社会資源など

国や地域の介護保険制度、
その他利用できる

旦謎会資漂について知り庭い！

１
１

本字の制喫について
●内容や使い方が知りたい！
一

『YAYOIプロジェクト』情報発信メーリングリスト
※本学に在籍する女性灰岬②女性研究官刈象
唾…殖、■■■･蟹騨､大…などで宮｡）

、譜鋤演豊」薦けでなく、蟻々な研究支据や翔助制塵．各種セミナー等の情聞をお送りします
ご自身でHPを瞳露しなくてもヨ勤鋸に悟弱が届きますので、ぜひご活用くださいj(顔料）

入退院壷援室看護師

（03-33538112内線20175）

毒廣療､介護サービス相駿など

女性医庫人キ1，リア形唾センター

｢ちよこつと介譲見守り支援」
に間するガイドブック配布

在宅医癒やそれに伴う
介護サービスなどについて

知りたい！

ちよこつと介没見守り支援
内容について知りたい1
ガイドブックがほしい！

●
一

●
一

蕊笠蝿はこちらから
お顕い致します

ｒ

ガイドブック

｢キャリアプランをあきらめない介瞳ロードの歩き方j
（2023犀2月発行）

…

◆全教囲員対象に行った介讃の現状やニーズに間するアンケート調画結果

◆仕事と介悪の両立に必要なポイント（「介襲jの酎合、勤堀とのバランス等）

◆介襲にかかる時間繕費用

◆介護への不安を感じ蛤めた『エントリー期佃jの過ごし方や準鴬

◆介護の俸制を整えるﾜつの行動

◆介護中の釈況変化

⑬
◆栗京女署医科大寺の支援制度

◆介壷への備え、管理扇のための介盟醗囲を出さない砺喝づくり

◆介諾保険の塁礎知謹など

◆問い合わせ先◆

女性医磯人キャリア形成センター

－‘｢...・命
躍

一可》
〕
唾
畢
厘
一
配

〒162-8666

新宿区河田町8-1総合研究棟1階

03-3353-8112内線30166

cdc.bm@twmu.ac.jp

猟
涌○

』

…一宇壷一…凸一 で…甲 ヨ ー ー 戸一…一一－一一ー一一一 再”ロマ…罰'F~……函
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◆ちよこつと介護説明会 ◆第1回介護講演会

司会 本多裡子先竺解剖学(神経分子形態学)准敬授ダイパーシティ環境霊{笥蕊對鯉虹室長

，見子氏女性医療人キャリア形成センター課長付

本多裡子先竺餓剖学(神経分子形態学>准牧授ダイバ シティ環境霊偽蕩業推迩篭長

』

零琴ごつと介護蝋明簔

逗 璽
父は実家で一人gらしち4つと心配

弘が仕半をして､る間、母の見守りや錐し相手になうてほしし 等

ちよこつと介竃でサポートできることを中心に一緒に考えていきます！

尾

NHKｽﾍｼｬﾙ『認知症の母と脳科学者の私』 （初回放逵白:2023年1月7日）NHKスペシ

天
＝す

弓！駐篇魏 ~~ 勺

鰯
（洗湛･婦除 （食＊の歎僧）

介護厩あるいは自らも介墳経験のある
専門スタッフが担当します．

レーーー
脳科学者。

東京工莱大学大学院総合理工学研究科知能
システム科学専攻博士課程を修了､学術博士。
金城学院大学･早稲田大学･日本女子大学で、
非常勤胴師を務める。
著曹に『脳科学者の母が.認知症になる』
訳書に『生きがい』(茂木健一郎箸)､『顔の科学』
(ジヨナサン･コール箸､茂木健一郎監訳)がある。

r l
窯

㎡

私たちがアドバイザーですお気軽にご相談ください！

、

ノ

【』f間い合わぜ】

蝋序女f悪科大学・介理サポー＋ （簡譲型）巴友fγ1緬1階

メ ・アトレス2k日;、--屯LpmrThm姉w同』1㎡唾1M．m姉1242“（n通

11縄413,t

受託正NPC嘩人ず済です 0ワ ク ラ「

難
一~~

◆女性研究者を支える男性研究者のための研究支援員制度

、/…扉…
女…人キャリア形磯センター

継年4月1日～
2022年6月3日(必着）

、彩鍵藤蝋溌雛凝人…ｱ鵬唾

募鱗期間

2022年10月1日～

2022年12月2日(必着）
研究賓栂買制匿

硯究占の括示の章で研究の詞勤作票を行っ

｜
『fﾉi究支随員』を研究者1名につ否1拳配宝するFと
がをさます
配函できるのは1日4時卸×週4日（16蹄聞）が上fN
壷
支頓貝の人件筒は女性腐疲人キャリア形戊センター

田が負担をします

唾対象者

子鹿て・介磯等で時随の砿侃が劃しい

本学常勤蝿性腐学研究省（准戟掴以下〉のうち

・麓侭害砿学等の研究樋関に灘勃していめ〃i孔衡
また蛾フルタイムで港している縄

迦身者また睡王偽書がい心い省

応募方法その他

章腱霞毎人キャリア影遼センターのHP上Lある
再襲警項をご寛ください

《吾“ﾐｺｰﾄからも艶覧司嵯です)

圃魔裁召i国｜
琵弘E…夢p『

撒灘1
－訂.司丑宣垂 ,号■

､■ID…nZ

間合せ先

女f窪婦人キャリア形鋭センター女怯医岬 冊克荊文躯
Ta、O3-3353-811Z（内線｡01“）

NAIL:Edc.bm、twmu･aE,』p
呪Lht上p:〃w洲,Mmu,a仁,JⅣw-釦p“rt/

辱霧慌雲辮灘密鶚需穏引日繧_電

眺儲轌剛醜J1詞

研究者の握示の下で研究の補助作薬奄行う
「職支擾員jを研究者1名につきﾕ名配彊ずるこ
とができます

配瞳で篭るの賊ﾕ白4時間×週4日（“時鮒）が上
限です

支週員の人件賀は女性腰毎人キャリア形蝋センタ，
が負担配します リ
応算対象密

・子月て・介瞳等で時間の確保“しい
拝漁動の男住…究者（迩戦榎以下）

・配偶者藤大字の研究樋関に端動している研究轡
またはフルタイム…している者

・単回者まだI患紀儒者識嘩い省

唾方法その他

女俊疾酒人キャリア形成センター“Ptにある｜
募集要項をご覧ください

（叩ｺｰﾄからも函可燈です）
P
”画9－”

鰯11
1ロー…l

HH合せ先

方鮮腰圃人キャリア形廟センター研究支蝋貝制腹
TEL：03-3353-8112（内礁301“）
MAIL:“幻心、＠跡mu･ac・jP
URL:httPWwwW､twmu.a仁.jP/w寺UPPOfV

…五噸軌輝度文餌鼎詫胸学推握人4ｳ官鋤輌事■
『ダイバー壁ィ観…イ三シアティブ(発四、の奇と1

、閨当

~
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その他の活動

◆全国ダイバーシティネットワークへの参画

文部科学省と連携して女性研究者を取り巻く研究環境整備や研究力向上に取組む諸機関をつなぐﾞ

「全国ダイバーシティネットワーク」の東京ブロックに参画し、国内外の取組動向の調査やその経

験、知見の全国的な普及・展開を図ることを目的とした活動を行っています。

・令和4(2022)年7月15日第1回東京ブロック会議メール会議

・令和4(2022)年9月1日第2回東京ブロック会議本多室長・下村課長付出席

・令和4(2022)年12月23日第3回東京ブロック会議本多室長・下村課長付出席

◆視察等

・令和4(2022)年9月28日、イタリア大臣（大学・研究担当）の本学に来校され、先端生命医科学

研究所を見学されました。その際、大臣ならびにイタリア大使館科学技術担当に対し、女性医療人

キャリア形成センター副センター長齋藤加代子教授と本事業“バーチャル国際研究交流体系の構

築および実用活性化”担当責任者石津綾子教授より、本事業を中心とする本学の女性医師・研究

者支援について紹介を行いました。

Ｉ

Ｄ

Ⅱ

Ｊ

１

・

’

１

１

・長野県松本保健福祉事務所・木曽保健福祉事務所より本学における女性研究者のキャリア形成支

援や女性医師支援の取組についての視察依頼を受け、令和4(2022)年11月21日にZoomによるオン

ライン面会を実施しました。ダイバーシテイ環境整備事業推進室本多室長、女性医師・研究者支

援部門佐藤部門長、女性医師再研修部門横田副部門長より、本事業を含む本学の女性医師のキャ

リア形成への取組について紹介しました。
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お問い合わせ先一覧

●育児について

（56ページ）

ファミリーサポート室 人事課(院内保育所）

03－5369－9075

または

03-3353-8112(内線41152）

03－3353－8112

(内線30114または30115）

河田町巴女子学生会館1階 河田町総合研究棟1階事務局内

●介護について

（57ページ）

介護サポート 人事課(介護相談窓口）

03-5312-5206

または

03-3353-8112(内線41361）

03－3353－8112

(内線30111または30113）

河田町巴女子学生会館3階 河田町総合研究棟1階事務局内

●上記以外の

ダイバーシティ事業に

ついて

女性医療人キャリア形成センター
センターHP

03-3353-8112(内線30166）

cdc.bm@twmu.acjp

河田町総合研究棟1階
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文部科学省科学技術人材育成費補助事業

ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（先端型）

令和4年度報告書

発行

編集

令和5(2023)年3月

ダイバーシティ環境整備事業推進室

（女性医療人キャリア形成センター）

cdc.bm@twInu.ac. jp

http://www.twInuac.jp/gender/divercity/

MAII

URL
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